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ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 


トラブル解み 


設定の手順ごとに確認 


ネットワーク設定ができないときの確認事項を、設をの手順ごとに説明しています。 
を「チ X ック1インターネット接続を確認」4 
芭「チェック2プリンタの設定を確認（無線 LAN 接続）」5 
を「チ X ック3パソコンの設定を確認」9 
を「チ；!：ック4アクセスポイント/ハブ/ルータを確認」22 
立「チ X ック5パソコンとアクセスポイントの接結を確認」24 
を「チェック6それでも解決しないときは」31 
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チェック 1 インターネット接続を確認 


インターネットに接続できますかマ 

パソコンからインターネットに接結できるか確認してください。 

インターネットに接続できないとき、パソコンとアクセスポイント/ルータなどのネットワーク機器が正常に通信できて 
いない可能性があります。 

パソコンおよびアクセスポイントのマニュアルをご覧になって設定してください。 


参考 

インターネットに接続しないネットワーク環境では、パソコンからネットワーク内のほかの機器に接続できるか確 
認してください。 
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ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 


チェック2プリンタの設定を確認（無線 LAN 
接続） 


0 


無線 LAN 設まがち効になっていますか？ 

プリンタの無線 LAN 設定が無効になっていると、無線 LAN 環境で使用できません。プリンタのネットワークランプ1 
(グリーン）力《点なしていれば、無線 LAN 設定はち効になっています。 


0 

インフラストラクチャモード/アドホックモードが正しく選択されていますか？ 
lil 下の手順でプリンタの無線 LAN 設定を確認して < ださい。 


〇 - 

重要 

AOSS などの無線 LAN 自動設ををしているときは、な下の操作を行わないでください。 

無線 LAN 設をが変わる可能性があります。 

1. パソコンを起動します。 

2 . EpsonNet ConRg を起動します。 

Windows : 

[スタート]-[すべてのプログラム]または[プログラム]-に psonNet ] - EpsonNet Config V 3] - EpsonNet 
Config ] の順にクリックします。 

Windows Vista では、続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Mac OS X : 

[ハードディスク]-[アプリケーシヨン]-に psonNet ] - [EpsonNet Config V 3] -に psonNet Config ] アイコンの 
順にダブルクリックします。 

3 . 本製品名をクリックして[設定開始]をクリックします。 



4 . [ネットワーク]の[基本（無線)]をクリックして、基本設定の通信モードで[インフラストラクチヤ]または[ア 
ドホック]を選巧し、[送信]をクリックします。 

アクセスポイントを経由して接続している場合は[インフラストラクチヤ]を、アクセスポイントを巧用しないで、 
プリンタとパソコンを直接接結している場合は[アドホック]を選択します。 
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lil 上で終了です。 

Q 

アクセスポイント（ブロードバンドルータ）に正しく接続されていますか？ 

ネットワークステータスシートを E 口刷して、を結状態を確認してください。 

1 . プリンタの 【 NW ステータス シ ート】 ボタンを押します。 

ネットワークステータスシートが印刷されないときは、 【NW ステータスシート】ボタンを長めに巧してください。 

2 . 印刷されたネットワークステータスシートの [Link Status] を確認します。 

[Links ね山 S] にに onnect] が表示されていれば、アクセスポイント（ブロードバンドルータ）と接結されています。 
を続状態が [Disconnect] と表示されているときは、な下を確認してください。 

•アクセスポイント（ブロードバンドルータなど）の電源がオンになっているか 

•無線に関する設定が、 f 妾続するアクセスポイント（ブロードバンドルータなど）に合っているか 

lil 上で終了です。 

8 

入力した IP アドレス /SSID/ 暗号化方式/暗号化キーやパスワードは正しいですか？ 

lil 下の手順で、プリンタに入力した IP アドレス /SSID/ 暗号化方式/ VVEP キーに誤りがないか確認して〈ださい。 

1. パソコンを起動します。 

2 . EpsonNet Config を起動します。 

Windows : 

[スタート]-[すべてのプログラム]または[プログラム]-に psonNet] - EpsonNet Config V3] - EpsonNet 
Config] の順にクリックします。 

Windows Vista では、続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Mac OS X : 

[ハードディスク]-[アプリケーシヨン]-に psonNet ] - [EpsonNet Config V 3] -に psonNet Config ] アイコンの 
順にダブルクリックします。 

3 . 本製品名をクリックして[設定開始]をクリックします。 
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4 . [ TCP / IP ] - [基本]をクリックして、 IP アドレスを確認します。 



5 . [ネットワーク]-[基本（無線)]をクリックして、 SSID をお認します。 



6. [ネットワーク]-[セキュリティ]をクリックして、暗号化方ま/暗号化キ ー/ パスワードを確認します。 
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参考 

-暗号化方ま/ WEP キー/共ちキーは、本製品とアクセスポイントで同じものを使用する必要があります。 

• WEP キーや共ちキーは、大文字/か文字の入力に誤りがない力、確認してください。 

お上で終了です。 

0 

設定終了後、プリンタから LAN ケーブルをおきましたか？ 

ネットワーク設定が終了したらプリンタから LAN ケーブルを巧かないと、無線 LAN 設定がち効になりません。プリンタ 
から LAN ケーブルがなかれていることを確認してください。 
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ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 


チェック3パソコンの設定を確認 


0 

管理を権限のあるューザーでログインしていますかマ （Windows 2000 /Windows XP/Windows Vista ) 

アクセスポイントによっては、管理を権限のないユーザーでログインしたとき、アクセスポイントにを続できないことが 
あります。 

コンピュータの管理を権限のあるユーザー (Administrator など）でログインしてください。 


Q 

セキュリティソフトをインストールしていますか？ 

パーソナルファイアウオールなどの機能を持つセキュリティソフトがパソコンにインストールされていると、パソコンの 
ネットワークアクセスが制限され、プリンタの設定ができないことがあります。 

lii 下のぺージをご覧になって、プリンタの設定中、ファイアウォール機能を無効にするかセキュリティソフトを解除して 
ください。 

な http :// faq . epson . jp / faq /1026/ app / servlet / qadoc ? 003557 



重要 


ファイアウホール機能を無効にしたりセキュリティソフトを解除したりすると、コンピュータウィルスの侵入など 
のリスクが考えられます。リスクなどもご確認のうえ、お客様の責任において実施していただきますようお願いい 
たします。 

弊社は、この設定変更によって生じた損害および障害につきましては一切責任を負いません。 


0 

セットアップ中に [ Windows セキュリティの重要な警告]画面やファイアウォールソフトが表示した画面で、[ブロッ 
クする]や[遮断する]を選択しましたかマ （Windows XP/Windows Vis ね） 


[ブロックする]や[遮断する]を選択すると、セットアップが正常に行えません。 W 下の手順で、 Windows ファイア 
ウホールに例外のアプリケーシヨンとしてを録して< ださい。 



重要 


Windows ファイアウホールに例外を録すると、を録されたプログラムの使用するポートが、外部からの通信を受け 
かけられるようになります。これは、ネットワーク経由の攻撃などセキュリティ上のを険性を高めたポートとなる 
ことを意巧します。具体的なリスクとしては、コンピュータウィルスの侵入などが考えられます。 Windows ファイ 
アウオールの設をを更については、リスクなどもご確認のうえ、お客様の責任において実化していただきますよう 
お願いいたします。 

弊社は、この設をを更によって生じた損害および障害につきましては一切責任を負いません。 

ブ. [スタート]-[コント ロールパネル]の順にクリックします。 

2 . [セキュリティ]の [ Windows ファイアウォールによるプログラムの許可]をクリックし、続いて表示される[ュー 
ザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Windows XP : 

[セキュリティセンター]- [Windows ファイアウオール]の順にクリックします。 
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3 . [例外]タブをクリックして、[プログラムの追加]をクリックします。 
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4 , [EpsonNet Easyinstall ] をチェックして [ OK ] をクリックします。 
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5. に psonNet Easyins ね II ]が[ブログラムまたはポート]([プログラムおよびサービス])に登録され、チェックが 
付いていることを確認したら、 [ OK ] をクリックします。 
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お上で終了です。 

Q 

ネットワークブリッジが作成されていませんか？ （ WindowsXP/Windows Vista ) 

ネットワークブリッジが作成されていると、プリンタとアクセスポイントが接縮できないことがあります。 
な下の手順で確認してください。 

ブ. [スタート]-[ネットワーク]-[ネットワークと共ちセンター ] の順にクリックします。 

Windows XP : 

[スタート]-[コントロールパネル]-[ネットワークとインターネット接系売]の順にクリックします。 
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2. [ネットワーク接続の管理]をクリックします。 

Windows XP ； 

[ネットワーク接続]をクリックします。 


’ 口'’ ピ 

(バ 》 V • コント ロール J か ル • ネ> トフー クと只， t : ンター P 



3. [ネットワークブリッジ]アイコンがある場合、アイコンをちクリックして[削除]をクリックします。 
Windows Vista : 

続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[結行]をクリックします。 
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4. [ネットワークブリッジ]アイコンがミ肖えれば作業は終了です。 
lii 上で終了です。 

0 

化のネットワークアダプタが干渉していませんか？ 

ネットワークアダプタが複数ち効になっていると、プリンタとアクセスポイントが接続できないことがあります。 

な下の手順で使用していないネットワークアダプタを無効にしてください。 

ブ. [スタート]-[ネットワーク]-[ネットワークと共有センター ]- [ネットワーク接続の管理]の順にクリックします。 

Windows XP : 

[スタート]-[コントロールパネル]-[ネットワークとインターネット接綿]-[ネットワーク接続]の順にクリッ 
クします。 

Windows 2000 : 

[スタート]-[設定]-[ネットワークとダイヤルアップ設定]の順にクリックします。 

2. 使用していないネットワークアダプタのアイコンをちクリックし、[無効にする]をクリックします。 
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シヨー ト カツ 巧 ( S ) 
■ :て剧 
細棘 •("） 

ブ D パティ ( R ) 


レ: i 上で終了です。 


Q 

アクセスポイントのドライバ（アクセスポイントがパソコンで使用できるためにインストールするドライバ）が正常にイ 
ンス I ルされていますか？ 
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正常にインストールされていないときは、ドライバの再インストールを試してくださし、。 
再インストールの方まは、各アクセスポイントのマニュアルをご覧ください。 


0 


入力した IP アドレスは正しいですかマ 


お下の手順でパソコンの IP アドレスを確認してくださし、。 



OS によっては DHCP サーバへの接綿が失敗したときに、パソコンなどのネットワーク機器に対して IP アドレスが 
自動的に割り振られる （169.254.xxx.xxx など）ことがあります。詳しくはパソコンやアクセスポイントのマニュア 
ルをご覧〈ださい。 


Windows の場合 

ブ. [スタート]-[ネットワーク]-[ネットワークと共ちセンター]-[ネットワーク接続の管理]の順にクリックします。 
Windows XP : 

[スタート]-[コントロールパネル]-[ネットワークとインターネット接系売]-[ネットワーク接続]の順にクリッ 
クします。 

Windows 2000 : 

[スタート]- [設定]- [コントロール パネル]-[ネットワークとダイヤルアップ接続]の順にクリックします。 

2 . 接続アイコンをちクリックして[ブロパティ]をクリックします。 

続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[結行]をクリックします。 
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名*の se ( M 》 


プロバティ(の 


3. [インターネットプロトコルバージョン (TCP/IPV4)] を選択して[プロパティ]をクリックします。 


Windows 2000 /Windows XP : 

[インターネットプロトコル （ TCP / IP )] を選択して[プロパティ]をクリックします。 
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4 . IP アドレスを巧認します。 

使用しているアクセスポイント（ブロードバントルータ）の設定が DHCP 環境の場合は、 [ IP アドレスを自動的に取 
得する]を選択します。 

IP アドレスを手動で入力する場合は、[次の IP アドレスを使う]を選択して、 IP アドレス、サブネットマスク、デ 
フホルトゲートウエイを入力します。 


インターネットプ□トコルバージ■ン4 ( TCP / JM のプ□パティ V 

を K 


ながお潮微な缴て嫌-端，認離 

でく細、 


IP アドレな e わり t こわ巧なぬ） 



。みのた7卜がか 



が7ドレスの 

)00< >0 <X 

>00< )〇0< 

サフネブト7スウ C ぶ 

)00< >00< 

)00< 5〇0< 

巧がトヴ-价ィ(の 

)00< )00< 

)00< )〇0< 


〇 >わ J ) DKS 巧ーバーぶ)》ドレ；巧任？(り 
ホホ 0 化ヴ WW り 
D 佑サ-バ -< か 


I mg 巧(の— : 
W キレ 


お上で終了です。 

Mac OSXV 10.5 .X の場合 

1. [アップル]メニュー-[システム環境設定]の順にクリックします。 

2 . [ネットワーク]アイコンをクリックします。 
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« l 巧。 

11 » If すぺて巧 ) 


システム左 


バーソ >ル 


国 田 女 障 〇 - I 。 

Dock l*p<M t SpCfli^hi 7 ビ 77 ンスだ ♦* リ X グスクトツプと |18( 雇 4 


SOKti 


スクリーンたーパ 


A — ドウ I ア 

0 


A ‘3 m 


ftIutiOMh cot OVD ♦一； K— ドと ヴクンド 

マクス 


ゲイスプレイ プリントと «エネん <— 

フグクス 


インターネブトとネット スニ^ 


かか Time 


巧 

♦ ブ h ヴ—ク 


«巧 


0 

.wa< 

システム 

@ il お がジ 

'フトク 
、プデ 

BE 


@ ^ 'vV 


Time IUchrf>e /カウント スビ ーf ソフトク i グぺ7レンタルユニパーヴム KB プィスク 曰行と Wfl 

アップデート 3ント百—ル 7クたス 


3. [ Ethernet ] をクリックして、 IP アドレスを確認します。 

使用しているアクセスポイント（ブロードバンドルータ）の設定が DHCP 環境の場合は、 [ DHCP サーバを使用]を 
選択します。 

IP アドレスを手動で入力する場合は、[手入力]を選キ尺して、 IP アドレス、サブネットマスク、ルーターを入力します。 


。〇。 _ 

由;| 4すべ T 4* ホ 


ネブトソーク 


巧 


ネブトワーク現«:扫お 


がな： mm 


•【ホが Mf；： 0己 m ウ ri ての f アドレスが M されてお 
ウ、インタ-ネットで a ない巧规 S び*り 


I 田 uetoo ホ 
, FireWire 


な 


K 这 

IP アドレス 
ヴブネットマスク 
化ーター 


ONS ヴーバ 
がドバン 


I OHCP ^ ■バ t 巧 W 
XXX _ XXXXXX.XXX 
XXX XXX XXX XXX 


T ) 


♦-ゥ- 广 i [を^つが 

u| * ■で#ないよウに f Iに I* 力车 t クリックし*す ■ 7シスタント...、 ... 片； ぶ闲 

〇 - 

参ち 

無線 LAN で接続しているときは、次の項目 「 AirMac の設ミは正しいですか？」をご確認〈ださし、。 

lil 上で終了です。 

Mac OS X V 10.3.9/ V 10.4 .x の場合 

1. [アップル]メニュー-[システム環境設定]の順にクリックします。 

2. [ネットワーク]アイコンをクリックします。 
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6 巧广' 


システム覇境»ホ 


I 4 ► I すべて巧 


バーソナル 


巧 H @ 遇 〇 


DithboaW と Dock Spcpitighi /ビアブンス V * ユリ7*<グスクトブプと 

Z * po%t スクリーン V -/« 

八-ドウエア 


0 み ^ A 

Bluetooth CO £ OVD ♦-?«- ドと ヴクンド 

マクス 


インターネクトとネブトワーク . 


0 Q 


0 

A ブ K 9 —ク 


が 

巧 It 


— 


デイスフレイ 


フシントと Si ネん f — 
フグクス 


システム 

11 を 

7々クント スビーチ ソフトウェアユニパーヴム K たグィスク 
7クフグ ー h 7クたス 


^ W 


一 -;;1 

S けけ n 


3. [表示：]で[内蔵 Ethernet] を選択します。 


使用しているアクセスポイント（ブロードバンドルータ）の設定が DHCP 環境の場合は、 [ IPv 4 の設定]で [DHCP 
サーバを参照]を選択します。 

IP アドレスを手動で入力する場合は、[手入力]を選択して JP アドレス、サブネットマスク、ルーターを入力します。 


6© 


ネツ h 7 —ク 


すぺてを表巧 I 


A 


ネットワーク環境： 

が 

巧 

«テ': 

1 巧 ■ Ethernet 

可 


t TCP/IP PPPo € AppleTalk プロキシ ^EthwMt 
ipv - t の s ま：：モ入力 T ' 

IP アドレス： XXX XXX XXX XXX 
ヴブネヴトマスク： ’XXXXX 义 XXX.XXX 
ルータ ー ： xxxjoaxxxxxx 
OHS ヴーパ： 

♦* ドタイン： 

|?\モァドレス： • 


{3 f プシ3ン> 


• …I 

Ijf ^ s * Ts ないよウ cf * には々丰 t クリックレ*，. ( アシスタント…今すぐ a 巧 ) 


〇 - 

参ち 

無線 LAN でち続しているときは、ホの項目 「 AirMac の設まは正しいですか？」をご確認くださし、。 

lil 上で終了です。 

0 

AirMac の設定は正しいですか？ 

lil 下の手順でパソコンの AirMac の設定を確認して < ださい。 

Mac OSXv10.5.x の場合 
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1. [アップル]メニュー-[システム環境設定]の順にクリックします。 

2. [ネットワーク]アイコンをクリックします。 




—シ；(テムすがを_ 


If すぺて巧 




届田み 窗 〇 - り 

Dock Ex かと 7ピアクンスだ♦ょリブ•イグスクトヴフと g ■■墳 

スクリーンたーパ 
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/ V — ドウエア 

0 


BtutiOMh CD と I 


-W- ドと 
マウ义 


インターネヴトとネツトス 


か 

.Woe 
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み 

ヴクンド 


»巧 


辱 


プイスプレイ 


ブ y ントと 

つ,。乂 


«王ネム <- 


システム 


% il 


がジ ト @ 


Tmi«l**c、oe /•カウント スビ ーf ソフトク i ブベアレンタルユニバーヴん Kfc ブィスク 曰«と! 

アブプテ—卜 3ント〇■ル アクたス 



玉 [ AirMac ] をクリックして、 [ AirMac を入にする]をクリックします。 



4 . [ネットワーク名：]リストからアクセスポイント（ブロードバンドルータなど）の SSID を選択します。 
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5 . [適用]をクリックして、ネットワーク画面を閉じます。 
lii 上で終了です。 

Mac OS X v 10.3.9/ v 10.4 .x の場合 

1. [アップル]メニュー-[システム環境設定]の順にクリックします。 

2. [ネットワーク]アイコンをクリックします。 


e e ^ シス？ム■境»ホ 

[-* ►] I すぺ巧.] CI 


パー ソナル 
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spotlight 

r iM 

配 

〇 

g 

回 

Dashboard t 
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Dock 

7 だ 7 つンス 

た《ユソす/ 

グ义ク h プフと 
スクンーン V — 

n»mm 

八ードク エア 

0 

み 

号 



— 

■, ■ 

CO と OVO 

インターネツ h とキクトフ 

脅 Q 

\ A*c QuickTim « 

ドと 

7クス 

—ク 

を 

ぶブ片7—ク 

7クン K 

が 

巧打 

ディスブレイ 

フシン户と 
つ,。人 

巧エネん f 

システム 

11 

9 

か 

獲） 

鸟 

一立 


7巧クン h 

スピーチ 

ソフ►ク王7 
7プフグート 

ユニバーヴム 
7クたス 

Kt グイスク 

白村と wn 



3 . [ネットワーク環境：]が[自動]になっていることを確認して、[表示：]で [ AirMac ] を選択します。 
Mac OSX V 10.3.9 : 

[場所：]が[自動]になっていることを確認して、[表示：]で [ AirMac ] を選択してください。 
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00 


すぺてモ ft 巧 


ネットワーク 

勺 


f 白 to 

で 1 

1 AirMac 

叫 


• AifMic ^ TCP/IP ^PPPoE プロキシ 

AirMac 10 : 〇〇化;化 M 巧〇 

ブフブルトの»«巧：鲁巧するネブトワーク_了 
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xxx . xxxxxx.xxx 
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なし 
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4 . [デフナルトの接続先：]リストから[優先するネットワーク]を選巧して、通信モードに応じてリストから SSID 
(ネットワーク名）を選がします。 

Mac OSX V 10.3.9 : 

[デフオルトで、レ: TF に参加する]リストから[特定のネットワーク]を選キ尺して、通信モードに応じて[ネットワー 
ク]リストから SSID (ネットワーク名）を選択します。 


インフラストラクチャモードの場合： 

アクセスポイント（ブロードバンドルータなど）の SSID を選択します。 


アドホックモードの場合： 

ご使用のプリンタの SSID を選択（初期値はに psonNet ]) します。 


00 


キクトワーク 


1< >: 

すべて««巧 i 
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参考 


SSID (ネットワーク名）が表示されないときは、な下の手順をご覧ください。 

Mac OSXv 10.4 .x の場合 

[+] をクリックして表示される画面で SSID (ネットワーク名）とパスワードを入力して〈ださい。 

Mac OSX V10.3.9 の場合 

[ネットワーク]およびレくスワード]欄に SSID (ネットワーク名）とパスワードを入力してくださし、。 

5 . [今すぐ適用]をクリックして、ネットワーク画面を閉じます。 

氏 [Macintosh HD ] アイコンをダブルクリックします。 


[Macintosh HD ] アイコンの名前を変更しているときは 、 Mac OSX を起動しているドライブアイコンをダブルクリッ 
クしてください。 

7. [アプリケーシヨン]-[インターネット接続]の順にアイコンをダブルクリックします。 

[-覧]画面の [ AirMac ] アイコンをクリックして、信号レベルが表示されていることを確認してください。 
lil 上で終了です。 
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チェック4アクセスポイント/ハブ/ルータを 

確認 


有線/無線 LAN 共通確認事項 

0 

アクセスポイント/ハブ/ルータの電源は入っていますか？ 

アクセスポイント/ハブ/ルータの電源が入っていることを確認して < ださし、。 


無線 LAN 確認事項 


Q 

近くに電磁波を発生する機器（電子レンジやデジタルコードレス電話など）やホ線機器がありませんか？ 

近くIこ電磁ぶを発生する機器（電子レンジやデジタルコードレス電話など）やお線機器があると、電波干渉が起こって通 
信が巧害されることがあります。これらの機器があるときはアクセスポイントから遠ざける力、、アクセスポイントをこれ 
らの機器から遠ざけて置いてください。 

0 

アクセスポイントの電源を入れ直してください 

アクセスポイントの電源を一度切り、入れ直すことで通信ができるようになることがあります。 

Q 

ご使用のアクセスポイントはパソコンの OS に対応していますかマ 

アクセスポイントがパソコンの 0S に対応していないと、正常に動作することができません。 

アクセスポイントがご使用のパソコンに対応しているか確認してください。 


0 

パソコン/プリンタとアクセスポイントの距離が離れすぎていませんか？また障害物がありませんか？ 
プリンタまたはアクセスポイントの位置を移動して距離をお付けたり障害物を取り除いてください。 


Q 

無綻 LAN を内蔵したパソコンで、巧用できる無線チャネルが制限されていませんか？ 

無線 LAN を内蔵したパソコンでは、使用できる無線チャネルが制限されていることがあります。パソコンまたは無線 LAN 
力ードなどのマニュアルをご覧になって、使用できる無線チャネル番号を確認して〈ださい。また、アクセスポイントに 
設をされている無線チャネル香号が上記で確認した無線チャネル香号に含まれていることを確認して < ださし、。さまれて 
いないときは、アクセスポイントの無線チヤネルを変更してください。 


有線 LAN 確認事項 

Q 

ハブ/ルータが正常に機能していて、 LAN ケーブルがしっかり接続されていますか？ 
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プリンタの電源がオンになっていて、プリンタを接続しているハブのポートのリンクランプが点なまたは点滅しているか 
確認してください。また、 LAN ケーブルがしっかり接続されていることを確認してください。 

リンクランプが消なしているときは、な下を確認してください。 

-他のポートにを続してみる 
-他のハブに接続してみる 
- LAN ケーブルを交換してみる 

0 

ハブ/ルータなどとプリンタの通信モード (Link Speed) が合っていますか？ 

lil 下の表をご覧になり、ハブやルータなどとプリンタの通信モードを、適切な組み合わせにして < ださい。 

プリンタの通信モードのネ刀期値は [Auto] になっています。 

接続先のハブ/ルータなどの通信モードの確認および設定方法は、接続機器の取巧説明書をご覧ください。プリンタの通 
信モードは EpsonNet Config で確認/変更できます。 



接続先（ハブ / ルータなど）の設定 

プリンタの設定 

Auto 

100 BASE-TX Full 
Duplex 

100 BASE-TX Half 
Duplex 

10 BASE-T Full 
Duplex 

10 BASE-T Half 
Duplex 

Auto 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

100 BASE-TX Full 
Duplex 

X 

〇 

X 

X 

X 

100 BASE-TX Half 
Duplex 

〇 

X 

〇 

X 

X 

10 BASE-T Full 
Duplex 

X 

X 

X 

〇 

X 

10 BASE-T Half 
Duplex 

〇 

X 

X 

X 

〇 


〇 :通信可能 、X :通信不可 
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チェック5パソコンとアクセスポイントの接 
続を確認 


円 NG コマンドでパソコンと通信できますか？ 

Windows の場合 

1. [スタート]-[すべてのプログラム](または[プログラム])-[アクセサリ]-[コマンドブロンプト]の順にクリツ 
クします。 


2 .キーボードから [ipconfig] と入力して、 [Enter] キーを押します。 



3. IP アドレスを巧認します。 

無線 LAN 接続の場合： 

「Wireless LAN adapter ワイヤレスネットワークを続」の 「 IPv 4 アドレス」（または 「Ethernet adapter ワイヤレス 
ネットワーク接結」の riPAdress 」） を確認します。 

有線 LAN 接続の場合： 

「イーサネットアダプタ ローカルエリア接続」の 「 IPv 4 アドレス」（または 「Ethernet adapter 口ーカルエリア 
接続」の 「 IPAdress 」） を確認します。 
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田コマンドブロンブト 


1ド ireless LAN adapter ワイヤレスぶシトワー.!.••读ゎを： 

1 f 哀統固有のひがヴフィックス ... ： 

ir ノ 々 n — わん iPv / ft アドしス 

-*ぶ0..的が|3%んが€ん2のけ 

IPv 4 アドレス . ： 

xxx . m . xxx . x ) o ( 

ヴフすジトマ乂ク . ： 

デフ3ルトブートウエイ . ： 

XXX . XXX , XXX . X)<X 

li — ヴネットアダブタロー乃ルエリア接巧： 

メディアの巧巧 . : 

怯巧固有の DNS ヴフイジクス ... ： 

Tunnel adapter □—巧ルエリア按巧た 

メディアロ接巧されていません 

1僖綻固有の DNS ヴフィックス ... ： 

1 リンクローかレ IPv 6 アドしス .... 

1 デフすルトグートウエイ . 

: fe 80::5 efe : 192.168 .11. 4%16 

■Tunnel adapter □一巧ルエリア接統 * む 

メディアのがを . : 

梧巧固有のひがサフィックス ... ： 

C:VUsersYpLbl icat icn >- 

メディアは按統されていません 


4. ご使用のプリンタの IP アドレスを確認します。 

5. キーボードから [ ping ] 半ちスぺース[ご使用のブリンタの IP アドレス]を入力して、 [ Enter ] キーを巧します。 



氏 通信しているときは、図1のように[(ご使用のプリンタの IP アドレス）からの応答]が表示されます。通信していな 
いときは画面に、図2のように[巧先ホストに到達できません。]が表示されます。通信していないときは、を機器 
のネットワーク設定を確認して〈ださい。 

図 1 :通信しているとき 
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のコマンドブロンブト 


Microsoft Windows [Version 6.0.6000] 

'"j right (c) 2008 Microsoft Cbrporat icn. All rights reserved. 

':VUsersVpublication>pingXXX.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.XXX に pin« をを巧しています 32 バイトのデータ： 

XXX. XXX. XXX. XXX からのおミ：バイト巧：の B 耶）：り ms TTL=64 
XXX. XXX. XXX. XXX からの応ミ；バイト巧：の B 印 1=7ms TTL=64 
XXX. XXX. XXX. XXX からのな爸：バイト巧：の 0 徘 1 :2ms TTL=64 
XXX. XXX. XXX. XXX からの応爸：バイト巧：の B 那 ] :3ms TTL=64 

XXX. XXX.XXX. XXX の piM 統か： 

バケツト巧：ぷ巧： 4 、きち： 4 、巧失： 0 のえの W 失)、 
ラウンドトリツブの巧巧寺巧（ミリ巧）： 

る小 = 2ms> ホ大 = 14ins. 平巧 = 6ins 

I :VUsersVpublication>. 


図 2: 通信していないとき 


面コマシドブロシブ ト 


Microsoft Windows [Version 6.0.6000] 

レ -!,''.', 'right (c) 2008 Micros 。 り Cbrporat ion. All rights reserved. 

':¥Users¥publ icat ion>ping XXX.XXX.XXX.XXX 

XXX. XXX.XXX.XXX (C pins ををほしています 32 バイトのデータ： 

XXX.XXX.XXX. XXX からのあぎ：宛ホホストに丟 I 瞎できません， 

XXX.XXX.XXX. XXX からのにち： 宛先ホストにま I 提できません， 

XXX.XXX.XXX. XXX からの応爸：巧ホホストにま I 摇できません， 

XXX.XXX.XXX. XXX からのあ香； 巧先ホストにま魄できません， 

XXX. XXX.XXX. XXX の Pins 巧か： 

バケシト巧：送な： 4 、受 <g : 4 、 W 失： 0 のえの f さ失)、 

I. rVUsersYpubl icat ion>_ 


lil 上で終了です。 

Mac OS X の場合 
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[アップル]メニュー-[システム環境設定]の順にクリックします。 


■ ■ Finder フグイル 夕示を ■ 

この Mac について 
ソフトウエア-アップデート." 



MacOSX ソフトウェ y... 


2 . [ネットワーク]アイコンをクリックして、[ネットワーク環境：]で[自動]が選巧されていることを確認します。 


R 〇 ^ ネット フー ク 

T ぺ TSft ホ I 


好 


ネッ K ワーク賴墳： fa お 



e 

• Bluetooth 


を、 

0 


巧化 ： gg をのにする、 

AfUKW -•—••• ；».«> レていで、ホ7ドレス 
192.16 8. 112がされてい< f * 


g tihernet 




ネッ トワークを ： ■ 


♦ FireWire 


レいキクトワークにな«することそ«皮 

■ X の*ットツ••ク；：むた？:*:補 K され ■ T , gJC のタット 
リ-ク ；：■> TA ない«巧 a . g レい>ブト7•ク ;: MPV 
ACfM 夕 y た•ジが義><れ>す， 



0- 


が タニューパーに AirMjK のが巧モ表巧 


け RR で a ないよウにマるにはカザをクリックしホす， 


"^7 シスタント 



f 巧巧... '夕 



3. [ Ethernet ] をクリックして[詳細]をクリックします。 

Mac OS v 10.3.9/ v 10.4 .x : 

[表示]リストから[内蔵 Ethernet ] を選択して、 [ TCP / IP タブをクリック]します。 
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ツトワーク設定補足ガイド NPD 3872-00 




参考 

無線 LAN で接続しているときは、が下ぺージの 「 AirMac の設定は正しいです力、？」をご確認ください。 

を「チェック3パソコンの設をを確認」9 

4. [IPv4 の構成]リストから、ネットワーク環境に合わせ項目を選択します。 

DHCP サーバを使用している場合は [DHCP サーバを使用]を選択、 IP アドレスを固定で使用している場合は[手 
入力]を選択します。 


ネット7—ク 


15115I 


fa 


みッ Ethernet 


I TCP/IP 

DNS WINS AppleTalk 

802 .IX プロキシ 




■〜4の概巧： 

r 午入力 

.- ; リ 

IFV4 アドレス： 

XXX.XXXXX 义 XXX 


ヴプネッ h マスク： 

XXX.XXXXXXXXX 


ルータ ー ： 

XXX XXX XXX XXX 


IPv 6 の«巧 

gft 

;1 


ルーター 

IPv6 7 ドレス 
プレフイククス* 


度 


0K 


5 . [ IPv 4 アドレス ] (MacOS V10.3.9/V10.4.X は [ IP アドレス])を巧認します。 

6 . ご使用のプリンタの IP アドレスを確認します。 

7. [Macintosh HD ] - [アプリケーシヨン]-[ユーテイリテイ]-[ネツトワークユーテイリテイ]の順にダブルクリツ 
クします。 
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8 . [ Ping ] タブをクリックします。 


み〇 〇 ネットワークユーティリティ 



! Info N«tsUt AppleTalk f Ping 

Lookup Traceroute Who** Fmg*r Portsscan 


情«を记«|する巧*となるネットヮークィンターフェィス《*んで<だ*ぃ 


ネットワークインターフェイス itnO ) : t 

インターフェイス 

K 巧の け巧« 

八ードウェア.アドレス： • • • •- 

a •バケット BT 1362 

IP アドレス： • ， •• 

进«エラー R 0 

リンク まホ： 100 Mbit/ み 

»»パケット R : 9730 

リンクの 访 巧：«巧や 

巧なェク ーR :〇 

巧：— ♦ 

巧： 0 

モデル： • い■— 




ィ 



9 . ネットワークアドレス入力欄にご使用のプリンタの IP アドレスを入力します。 



ブ化 [ Ping ] をクリックします。 

ブブ .通信しているときは、送信した信号がすべて返信されるため、図1のように[0% packet loss ] が表示されます。通 
信していないときは、送信した信号がすべて返信されないため、図2のように [1000/6 packetloss ] が表示されま 
す。通信していないときは、を機器のネットワーク設定を確認して〈ださい。 

図1:通信しているとき 
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woo 

ネットワークユーテイ y テイ 


Info Netstat AppleTalk 

Ping 

Lookup Traceroute Whois FI 


ping コマンドをぶ任するネットワークアドレスを入力してください 

XXX.XXX.XXX-XXX (巧：10.021ぶたは WWW . CX ； 


Oping コマンドを鸟巧が巧なく.掛 S 
©ping コマンドを4 回だけち信 


64 bytes from XXX XXX XXXXXX ; icnip.scq-0 ttl-64 time- 8.085 ms 

64 bytes from XXX XXX XXX XXX : icmp_scq-l ttl-64 tini<; ， ll.S09nis 

64 bytes fVom XXX XXX.XXX.XXX; icnip_scq-2 tU-64 time- 4,738 ms 

64 bytes from XXX XXX XXX XXX ; \cmp_seq-3 ttl-64 い m ぃ 8.042 ms 

---XXX.XXXXXXXXX ping stotistics --- 

4 pockets t 尸 ons 讯 itted ， 4 pockets received , (が pocket lossj 
round- い ip min/avg/max/siddev • 4.738/8. の 4/11.509/2.394 ms 


図 2: 通信していないとき 


eoo 


ネツトワークユーテイリテイ 


Info Netstat AppleTalk Ping Lookup Traceroute Whois Fi 

ping コマンドを送倍するネットワークアドレスを入力してください 

XXX.XXX XXX XXX 佩: 10.0 .2.1 または WWW . け3 

Oping コマンドを 回なが巧な< ぶ倍 
©ping コマンドを4 回だけち巧 

ping コマンドの K 宿定现出しよした... 

PING XXX.XXX.XXX XXX (XXX.XXX XXX XXX): 56 dale bytes 
… XXX.XXXXXXXXX pino slolislics 

4 pockets transmitted, 9 pockets received, (idd% pocket lossi 


レ: I 上で終了です。 
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チェック6それでも解みしないときは 


プリンタのファームウ X アが最新か確認してください 

プリンタのファームウェア（プリンタの制御を行うために組み込まれたソフトウェア）のバージョンが古いと、プリンタ 
の設定が正常に行えないことがあります。 

レ: I 下の手順でプリンタのファームウェアバージョンを確認してください。 


参考 

最新のファームウェアのバージョンと更新方まについては、エプソンのホームページをご覧ください。なお、ホー 
ムページにファームウェアの情報がないときは、ご使巧のプリンタのファームウェアが最新です。 

ゥ http://www.epson.jp/download/ 


1 . プリンタの 【NW ステータス シ ート】 ボタンを押します。 

ネットワークステータスシートが印刷されます。 

2. 印刷されたステータスシートの [ Software ] に表示されているのが、現在のファームウ； l アのバージョンです。 


HHHH EPSON Status Sheet HHHH 
<Goneral Information 

iUC Addrw 〇〇:〇〇一むが一〇心 

Software 3 B . SG 12 d 5 3 B (7.1,6/00008201) 

Printer Name EPSON47AOF4 


な上でが了です。 



プリンタのネットワーク設定を初期設定に戻して再度設定してください 


な下の手順でプリンタのネットワーク設定をネ刀期設定に戻してから、な下のページをご覧になり、プリンタを設定し直し 
てください。 

を「プリンタのネットワーク設定」 70 

1. パソコンを起動します。 

2. EpsonNet ConRg を起動します。 

Windows : 

[スタート]-[すべてのプログラム]または[プログラム]-に psonNet] - EpsonNet Config V3] - EpsonNet 
Config] の順にクリックします。 

Windows Vista では、続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Mac OS X : 

[ハードディスク]-[アプリケーシヨン]-に psonNet]- に psonNet Config V3]- に psonNet Config] アイコンの 
順にダブルクリックします。 

3 . 本製品名をクリックして[設定開始]をクリックします。 
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4. [管理を設定]の[工場出荷時設定]をクリックして[実行]をクリックします。 



5 . 表示される画面で [OK] をクリックします。 

な上で終了です。 


Q 

アクセスポイントやルータのファームウエアが最新か確認して〈ださい 

アクセスポイントやルータのファームウエア（製品の制御を行うために組み込まれたソフトウエア）が修正されているこ 
とがあります。 

詳細は、アクセスポイントやルータの製造元にお問い合わせください。 
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トラブルのを状別で確認 


ネットワーク設定ができないときの確認事項を、トラブルのを状別に説明しています。 
を「セットアップ中にプリンタが見つからない」34 
么 「AOSS で無線 LAN 設定中にエラーが発生した」45 

を「セットアップ中に設定送信エラーが表示されてセットアップできない」48 
を「セットアップは正常に完了しわが、後でプリンタに接結できなくなった」52 
ウ「無線 LAN の SSID がリストに表示されない」60 
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セツトアップ中にプリンタが見つからない 


Q 

[再検索]をクリックして再度プリンタを検索してください 

ネットワーク上にあるプリンタがプリンタリストIこ表示されるまでのタイムラグ（時間差）が原因で、プリンタが表示さ 
れないことがあります。[再検索]をクリックしてネットワーク上のプリンタを再検索してみてください。 

0 

ハブ/ルータが正常に機能していて、 LAN ケーブルがしっかり接続されていますか？ 


プリンタの電源がオンになっていて、プリンタを接続しているハブのポートのリンクランプが点なまたは点滅しているか 
確認してください。また、 LAN ケーブルがしっかり接続されていることを確認してください。 

リンクランプが消なしているときは、な下を確認してください。 

-ほかのポートに接続してみる 
-ほかのハブにを続してみる 
• LAN ケーブルを交換してみる 

Q 

セキュリティソフトをインストールしていますか？ 

パーソナルファイアウォールなどの機能を持つセキュリティソフトがパソコンにインストールされていると、パソコンの 
ネットワークアクセスが制限され、プリンタの設定ができないことがあります。 

lii 下のぺージをご覧になって、プリンタの設定中、ファイアウォール機能を無効にするかセキュリティソフトを解除して 
ください。 

な . http://faq.epson.jp/faq/1026/app/servlet/qadoc? 003557 



重要 


ファイアウホール機能を無効にしたりセキュリティソフトを解除したりすると、コンピュータウィルスの侵入など 
のリスクが考えられます。リスクなどもご確認のうえ、お客様の責任において実施していただきますようお願いい 
たします。 

弊社は、この設定変更によって生じた損害および障害につきましては一切責任を負いません。 


0 

セットアップ中に [Windows セキュリティの重要な警告]画面やファイアウォールソフトが表示した画面で、[ブロッ 
クする]や[遮断する]を選択しましたか？ 


[ブロックする]や[遮断する]を選択すると、セットアップが正常に行えません。お下の手順で、 Windows ファイア 
ウォールに例外のアプリケーションとして登録してください。 



重要 


Windows ファイアウォールに例外登録すると、登録されたプログラムの使巧するポートが、外部からの通信を受け 
付けられるようになります。これは、ネットワーク経由の攻撃などセキュリティ上の危険性を高めたポートとなる 
ことを意味します。具体的なリスクとしては、コンピュータウィルスの侵入などが考えられます。 Windows ファイ 
アウォールの設定変更については、リスクなどもご確認のうえ、お客棟の責任において実施していただきますよう 
お願いいたします。 

弊社は、この設定変更によって生じた損害および障害につきましては一切責任を負いません。 

1 [スタート]-[コントロールパネル]の順にクリックします。 

2. [セキュリティ]の [Windows ファイアウナールによるプログラムの許可]をクリックし、続いて表示される[ユー 
ザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Windows XP : 

[セキュリティセンター]- [Windows ファイアウオール]の順にクリックします。 
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3. [例外]タブをクリックして、[プログラムの追加]をクリックします。 


#Wj 

をな 


indowt ファイアクマー, 




四 


縣纖協^;献巧織鹏》滿微縣，•〜 
をちお鮮 巧弓. 狸盛な 巧-評讚席れひ々, .0 


婦ミ•かこすな:な、，お々ホ!々スが乂してくなけ。 


ブ□クラムさたはボート 

- 

- ♦♦ 

E| 



□ EpwnNet Edtyhtuil 


■ • 1 

• 



い〇ヴ ラムの瓜が)- に* -K3) ぶ)(の)-I [ ブ〇パテ 4P I 


イ Wrrfows が7•知- /M こよる AL4 ヴ〇クラブ〇がが4>巧がかがが 


か ホ ,:/ tW 


4, [EpsonNet Easyinstall ] をチェックして [ OK ] をクリックします。 
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一 Windows フ 7 イアヴブ ー JU^SSS 


回 


まな m だ m な 

巧て. 'Mom フパ巧*叫ぷ巧で巧巧 ZJ] 叫が,る方ホけ脚けん 7f イ 
诚もの出巧な巧,な治、フ〇も巧ぶ t なくな t 、 

Wnfcmt 7 H 巧巧、 A な ィの巧ネ》トワ- WWB 功な洲 t 成れて(■々ん 

が --.•• 一 ;;. 成 がむ ’. ‘-.I 

•巧こ夕おん，がわのが:^してくだみ乂で 
ブ□クラムまたはホート • 


应 


ブ〇ヴラム ( D « Wfi )- ‘ ] :ブ〇パテ • ftp 1 [ か换の 


， Wrylow 7 H 70»- W こよる RU ヴ〇ブラ W ) ブ日パ巧!こ4化》がかがが 

I か I か :/ tW 


か 


5. に psonNet Easyins ねII]が[ブログラムまたはポート]([プログラムおよびサービス])に登録され、チェックが 
付いていることを確認したら、 [OK] をクリックします。 


一 Windows ファィ巧ゎ-, 1 *< 3 [>巧去 
を 。 m お！《な 

Wfwkmt フバアな t- ルび»巧!;むつなぶか TK] ンむ一地.たクーよブトなどの巧。ソー义 
巧を巧入めた W しマなろ U 々ん t ま!<1巧冷か W? しぞ、 tH が】ミかけ tCi： る 
巧 M けん 

WntOfft THTOt-iUCtt 、 « 巧イヴ U がネクトつ - M>WKa)l 巧が化欣れなぶす •之 

□.— ,1 ’ 一-.,'一 ..C •パ W?，..*|J.? r' 

穀を*巧こすがぶ、チがホがスが乂してくがけ D 



[ブ〇クラムの iMBCB )- : [#- K 3) iOWQ )- I [ ブ〇パテべ。 I [ 

V Wn か W : M 7 •み - W こよが frU ヴ〇ブラ。®ブ日バ巧!こぶ10がかかがが 

〔 か ^ * 


以上で終了でず。 


0 

無線 LAN 設定がち効になっていますか？ 

プリンタの無線 LAN 設定が無効になっていると、無線 LAN 環境で使用できません。プリンタのネットワークランプ1 
(グリーン）力《点なしていれば、無線 LAN 設定はち効になっています。 


8 

PING コマンドでパソコンと通信できますか？ 
Windows の場合 
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1. [スタート]-[すべてのプログラム](または[プログラム])-[アクセサリ]-[コマンドブロンプト]の順にクリツ 
クします。 


2 . キーボードから [ ipconfig ] と入力して、 [ Enter ] キーを押します。 



3 . IP アドレスを巧詔します。 

無線 LAN 接続の場合： 

「Wireless LAN adapter ワイヤレスネットワークを続」の 「 IPv 4 アドレス」（または 「Ethernet adapter ワイヤレス 
ネットヮーク接続」の riPAdress 」） を確認します。 

有線 LAN 接続の場合： 

「イーサネットアダプタ ローカルエリア接続」の 「 IPv 4 アドレス」（または 「Ethernet adapter 口ーカルエリア 
接続」の 「 IPAdress 」） を確認します。 
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田コマンドブロンブト 

ザ ireless LAN adapter ワイヤレス r シ 

トワ ー .: 垂靠： 

侵说有のひがヴフィックス ... 
ir ノ 々 n — わん iPv/ft アドしス 


IPv4 アドレス . 

: m.m.xxx.x)o( 

ヴフすットマ乂ク . 

デフ 3 ルト ブー トウ エイ . 

: XXX.XXX,XXX.X)<X 

1 イーヴネットアダブタローたルエリア按巧： 

メディアの巧巧 . 

怯巧固有の DNS ヴフィックス ... 

: メディアロ接巧されていません 

Tumel adapter 口一巧ルエリア按巧宋 : 


を说 H 有の DNS プフィジクス ... 
リンク□一カル IPv6 アドしス ... 
デフォルト プー トウェイ . 

. : fe80::5efe: 192.168 .11 . 45!16 

Tunnel adapter □ 一巧ルエリア}妄統 * 

8: 

メディアの巧を . 

怯巧固有のひ松サフィックス ... 

:メディアは接統されていません 

C:VUsersYpLbl icat ion>« 



4. ご使用のプリンタの IP アドレスを確認します。 

5 . キーボードから [ ping ] 半角スぺース[ご巧用のプリンタの IP アドレス]を入力して、 [ Enter ] キーを巧します。 



6. 通信しているときは、図1のように[(ご使用のプリンタの IP アドレス）からの応答]が表示されます。通信していな 
いときは画面に、図2のように[宛先ホストに到達できません。]が表示されます。通信していないときは、を機器 
のネットワーク設定を確認してください。 

図1:通信しているとき 
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のコマンドブロンブト 


Microsoft Windows [Version 6.0.6000] 

'"j right (c) 2008 Microsoft Cbrporat icn. All rights reserved. 

':VUsersVpublication>pingXXX.XXX.XXX.XXX 

XXX.XXX.XXX.XXX に pin« をを巧しています 32 バイトのデータ： 

XXX. XXX. XXX. XXX からのおミ：バイト巧：の B 耶）：り ms TTL=64 
XXX. XXX. XXX. XXX からの応ミ；バイト巧：の B 印 1=7ms TTL=64 
XXX. XXX. XXX. XXX からのな爸：バイト巧：の 0 徘 1 :2ms TTL=64 
XXX. XXX. XXX. XXX からの応爸：バイト巧：の B 那 ] :3ms TTL=64 

XXX. XXX.XXX. XXX の piM 統か： 

バケツト巧：ぷ巧： 4 、きち： 4 、巧失： 0 のえの W 失)、 
ラウンドトリツブの巧巧寺巧（ミリ巧）： 

る小 = 2ms> ホ大 = 14ins. 平巧 = 6ins 

I :VUsersVpublication>. 


図 2: 通信していないとき 


面コマシドブロシブ ト 


Microsoft Windows [Version 6.0.6000] 

レ -!,''.', 'right (c) 2008 Micros 。 り Cbrporat ion. All rights reserved. 

':¥Users¥publ icat ion>ping XXX.XXX.XXX.XXX 

XXX. XXX.XXX.XXX (C pins ををほしています 32 バイトのデータ： 

XXX.XXX.XXX. XXX からのあぎ：宛ホホストに丟 I 瞎できません， 

XXX.XXX.XXX. XXX からのにち： 宛先ホストにま I 提できません， 

XXX.XXX.XXX. XXX からの応爸：巧ホホストにま I 摇できません， 

XXX.XXX.XXX. XXX からのあ香； 巧先ホストにま魄できません， 

XXX. XXX.XXX. XXX の Pins 巧か： 

バケシト巧：送な： 4 、受 <g : 4 、 W 失： 0 のえの f さ失)、 

I. rVUsersYpubl icat ion>_ 


lil 上で終了です。 

Mac OS X の場合 
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[アップル]メニュー-[システム環境設定]の順にクリックします。 


■ f Finder フグイル ■» 巧示巧 ■ 


この Mac について 
ソフトウエア-アツフデート ... 
MacOSX ソフトウ 1 グ ... 



ネットワ — ク M ► 


■巧かった項目 ► 

Find が 左? « 料 巧 了 X な 

ス y — ブ 
巧お お… 

システム 巧 了… 

Administrator € ログアウト...な XQ 


2. [ネットワーク]アイコンをクリックして、[ネットワーク環境：]で[自動]が選択されていることを確認します。 


A 〇 


ネブト フー ク 


い I 叫「又ぺてけホ 


ネットワーク賴境； a わ 


3 



巧巧； gR f AirMac をのにする、 

な—） t がみ -i レていて、 IP7 ドレス 

192.16 «. 112 が HbT されてい《 


ネツ h フークる： 


レいキクトワークに巧 «T ることそ»は 

« JC の a ットフ••クに&わ？:；：鋪 W され* T . 麗 JCOav 卜 
ツク;： ■!« •.で JI ない > ろ 4. レい♦ブト9•ク; ：* 一 f 
ACu - Wg イツた•ジだされ 》 T , 


ヴ X ニューバーに AifMac の巧なモ«巧 ‘ 良巧 … 、夕 


d - 


交*で«ないよろに t るには力幸そクリックしホす， 


^7シスタント... 



3 . [ Ethernet ] をクリックして[詳細]をクリックします。 

Mac OS v10.3.9/v10.4.x : 

[ま示]リストから[内蔵 Ethernet ] を選択して、 [ TCP / IP タブをクリック]します。 
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参考 

無線 LAN で接続しているときは、が下ぺージの 「AirMac の設定は正しいです力、？」をご確認ください。 

を「チェック3パソコンの設をを確認」9 

4. [IPv4 の構成]リストから、ネットワーク環境に合わせ項目を選択します。 

DHCP サーバを使用している場合は [DHCP サーバを使用]を選択、 IP アドレスを固定で使用している場合は[手 
入力]を選択します。 


ネット7—ク 


15115I 


fa 


みッ Ethernet 


1 TCP/IP 

DNS WINS AppleTalk 

802 .IX プロキシ 




■〜4の概巧： 

r 午入力 

.- ; リ 

IFV4 アドレス： 

XXX.XXXXX 义 XXX 


ヴプネッ h マスク： 

XXX.XXXXXXXXX 


ルータ ー ： 

XXX XXX XXX XXX 


IPv 6 の«巧 

gft 

;1 


ルーター 

IPv6 7 ドレス 
プレフイククス* 


度 


0K 


5 . [ IPv 4 アドレス ] (MacOS V10.3.9/V10.4.X は [ IP アドレス])を巧認します。 

6. ご使用のプリンタの IP アドレスを確認します。 

7. [Macintosh HD ] - [アプリケーシヨン]-[ユーテイリテイ]-[ネツトワークユーテイリテイ]の順にダブルクリツ 
クします。 
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8. [ Ping ] タブをクリックします。 


み 〇〇 ネットワークユーティリティ 




1 Info N«tsUt AppleTalk | Ping ] Lookup 

Tracerowte Whois Finger Portsscan 

清 « を 巧 W する巧♦となるネットワークインターフユイスを*んでください 

ネットワークインターフェイス ( tnO ) ； * 

インターフェイス 


の tt け巧 « 

八ードウェア*アドレス： 


M バケット R: 1362 

IP 7ドレス： 


进 a エラー R 0 

リンク ま ホ： 100 Mbit/ み 


««パケット R : 9730 

リンクの 访 巧：«巧や 


巧な エクー 反： 0 

巧：- 

モデル： 


が： 0 


9 . ネットワークアドレス入力欄にご使用のプリンタの IP アドレスを入力します。 

0 0 6 キクトフークユーテイリテイ 

Info AppleTalk Pjng Lookup Traceroute Who。 Finger rartsscan 


ping コマンドをを flT るネット 7 —クアドレスを入力して < ださい 

I XXX.XXX.XXX.XXDt 1( •: 10.0.2.1 *た« www.«)i*mpJ«,<om) 


, ping コ マンドを 控1&が«な<ぷ信する 


巧 ping モ10 


回だけぶ 信する 


し Pin ? ) 


ブ化 [ Ping ] をクリックします。 

ブブ .通信しているときは、送信した信号がすべて返信されるため、図1のように[0% packet loss ] が表示されます。通 
信していないときは、送信した信号がすべて返信されないため、図2のように[100% packetloss ] が表示されま 
す。る信していないときは、各機器のネットワーク設定を確認してください。 

図1:通信しているとき 
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woo ネツトワークユーテイリテイ 



64 bytes from XXX XXX XXX XXX ： icmp.scq-® ttl-64 timc«S.085 ms 

64 bytes from XXX XXX.XXX.XXX ： icmp.scq-l ttl-64 limoll.SW ms 

64 bytes いが！ XXX XXX.XXX.XXX; がか 2 tU-64 

64 bytes from XXX XXX XXX XXX ： icfflp.seq-3 ttl-64 tini^8.042ms 

---XXX.XXXXXXXXX ping statistics --- 

4 pockets t 尸 onsffli け cd, 4 pockets received , (於 pocket lossj 
round-trip min/avg/max/slddcv - 4.738/8. の 4/11.5^9/2.B94 ms 


図 2: 通信していないとき 



お上で終了です。 

0 

アクセスポイントのドライバ（アクセスポイントがパソコンで使用できるためにインストールするドライバ）が正常にイ 
ンス I ルされていますかマ 

正常にインストールされていないときは、ドライバの再インストールを試してください。 

再インストールの方まは、をアクセスポイントのマニュアルをご覧ください。 

0 

を線 LAN での接続設定で、パソコンのネットワークインターフェイスが無線 LAN 接続設定になっていませんか？ 
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無線 LAN 対応のパソコンで、ネットワークインターフェイスが無線接続設定になっていると、ネットワーク上のプリン 
夕が表示されません。 

lil 下の手順でお線 LAN ネットワークアダプタを無効にしてから 、 EpsonNet Easyins ね II の[再検索]をクリックしてプリ 
ンタを再検索して〈ださい。 

ブ. [スタート]-[ネットワーク]-[ネットワークと共有センター]-[ネットワーク接続の管理]の順にクリックします。 

Windows XP : 

[スタート]-[コントロールパネル]-[ネットワークとインターネット接縮]-[ネットワーク接続]の順にクリッ 
クします。 

Windows 2000 : 

[スタート]-[設定]-[ネットワークとダイヤルアップ設定]の順にクリックします。 

2. 使用していないネットワークアダブタのアイコンをちクリックし、[無効にする]をクリックします。 


( ノし,. < ► コントロール"ネル ► ネットつーク IMS 

る, 巧» デバイスる》巧 

□— か^^^^ァクたス（2》 

■— 口ーカルェ y ア活巧 


ネヴトつークの々テゴソ 


〇巧 L' こする (B) 

巧■【川 

ブリッジ衡巧 G) 

シヨー トカットの巧ぶ (S) 

なのな* 【M》 

プロ/げィげ） 


レ: i 上で終了です。 


トラブル解決 


44 













ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 


AOSS で無線 LAN 設定中に エラーが 発生した 


Q 

プリンタで AOSS の無線 LAN 設定をしましたかマ 

プリンタとアクセスポイントの AOSS 無線 LAN を続設定が完了していないと、正常に通信できません。 

な下の手順でプリンタとアクセスポイントの AOSS 無線 LAN f 妾続設定をして〈ださい。 

1. アクセスポイントの電源がオンになっていて、通信可能な状態になっていることを確認します。 

2 . アクセスポイントの 【 AOSS 】 ボタン（またはそれに相当するボタン）を AOSS ランプが点滅するまで巧します。 

ご利用のアクセスポイント（ルータ）によっては、 AOSS 専用のボタンが用意されていないことがあります。 [ AOSS ] 
ボタンについては、アクセスポイント（ルータ）の取扱説明書でご確認ください。 

3 . プリンタの 【 WiFi 】 ボタンを 3 秒間押します。 

プリンタのネットワークランプ1(グリーン）とネットワークランプ2 (オレンジ）が交互に点滅します。 

4 . ネットワークランプ 2 (オレンジ）がミ肖灯し、ネットワークランプ 1 (グリーン）が点なしたら設定は後了です。 


参考 

•AOSS 無線 LAN 自動設定は、正常に姐理が終了するまでに時間がかかることがあります。プリンタのネットワー 
クランプ1(グリーン）が点灯するまでしばらくお待ち〈ださい。 

-接綿できなかったときは手順1からやり直して〈ださい。 

-アクセスポイントの AOSS 磯能の説明や困ったときの対処方法は、アクセスポイントの取扱説明書または株ま会 
な/くッファロ ーのホームぺージをご覧ください。 

な上で終了です。 


0 

セキュリティソフトをインストールしていますか？ 

パーソナルファイアウオールなどの機能を持つセキュリティソフトがパソコンにインストールされていると、パソコンの 
ネットワークアクセスが制限され、プリンタの設定ができないことがあります。 

lii 下のぺージをご覧になって、プリンタの設定中、ファイアウォール機能を無効にするかセキュリティソフトを解除して 
ください。 

な http :// faq . epson . jp / faq /1026/ app / servlet / qadoc ? 003557 



重要 


ファイアウホール機能を無効にしたりセキュリティソフトを解除したりすると、コンピュータウィルスの侵入など 
のリスクが考えられます。リスクなどもご確認のうえ、お客様の責任において実施していただきますようお願いい 
たします。 

弊社は、この設定変更によって生じた損害および障害につきましては一切責任を負いません。 


0 

セットアップ中に [Windows セキュリティの重要な警告]画面やファイアウォールソフトが表示した画面で、[ブロッ 
クする]や[遮断する]を選択しましたか？ 

[ブロックする]や[遮断する]を選択すると、セットアップが正常に行えません。な下の手順で、 Windows ファイア 
ウホールに例外のアプリケーシヨンとしてを録してください。 


トラブル解み 4〇 










口 — — — I 

重要 

Windows ファイアウォールに例外登録すると、登録されたプログラムの使用するポートが、外部からの通信を受け 
付けられるようになります。これは、ネットワーク経由の攻撃などセキュリティ上の危険性を高めたポートとなる 
ことを意味します。具体的なリスクとしては、コンピュータウィルスの侵入などが考えられます。 Windows ファイ 
アウホールの設定変更については、リスクなどもご確認のうえ、お客様の責任において実施していただきますよう 
お願いいたします。 

弊社は、この設定変更によって生じた損害および障害につきましては一切責任を負いません。 

ブ. [スタート]-[コントロールパネル]の順にクリックします。 

2 . [セキュリティ]の [ Windows ファイアウォールによるプログラムの許可]をクリックし、続いて表示される[ュー 
ザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Windows XP : 

[セキュリティセンター]- [Windows ファイアウォール]の順にクリックします。 



3 . [例外]タブをクリックして、[プログラムの追加]をクリックします。 


# Windows フ7ィァゥマ-<1|/^>3&1 

t フバ 


回 


婦か*巧ピ、 WvHtom フバでお -J 崎曲でフ〇巧リ化かけを方ネが抑14マ，タイ 

をが靖::がみ.が呵職野，-夕^功な謙欣れひ々マ•口 

猶 ** 巧巧がこは、，がかの巧:して<符け。 

ブロウラムまな3ボート • 


□ EptonNe, EMyhti«ll 


^フ日 クラム化妨0_つ,ブ0/がが ) 

V WrOom 7H でみ -W こよるヴ〇ヴラ。が日パ巧!こ。化》か肝がが 

か キVンり— 


4 . [EpsonNet Easyinstall ] をチェックして [ OK ] をクリックします。 
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一 Windows フ7イアヴブ ーJU^SSS 


回 


まな m だ m な 

巧て. 'Mom フパ巧*叫ぷ巧で巧巧 ZJ] 叫が,る方ホけ脚けん 7f イ 
诚もの出巧な巧,な治、フ〇も巧ぶ t なくな t 、 

Wnfcmt 7 H 巧巧、 A な ィの巧ネ》トワ- WWB 功な洲 t 成れて(■々ん 

が --.•• 一 ;;. 成 がむ ’. ‘-.I 

•巧こ夕おん，がわのが:^してくだみ乂で 
ブ□クラムまたはホート • 


应 


ブ〇ヴラム ( D « Wfi )- ‘ ] :ブ〇パテ • ftp 1 [ か换の 


， Wrylow 7H70»-W こよる RU ヴ〇ブラ W) ブ日パ巧!こ4化》がかがが 
I か 1 か:/ tW 


か 


5. に psonNet Easyins ね II ]が[ブログラムまたはポート]([プログラムおよびサービス])に登録され、チェックが 
付いていることを確認したら、 [ OK ] をクリックします。 


一 Windows ファィ巧ゎ-, 1 *< 3 [>巧去 
を 。 m お！《な 

Wfwkmt フバアな t- ルび»巧!;むつなぶか TK] ンむ一地.たクーよブトなどの巧。ソー义 
巧を巧入めた W しマなろ U 々ん t ま!<1巧冷か W? しぞ、 tH が】ミかけ tCi： る 
巧 M けん 

WntOfft THTOt-iUCtt 、 « 巧イヴ U がネクトつ - M>WKa)l 巧が化欣れなぶす •之 

□.— ,1 ’ 一-.,'一 ..C •パ W ?，..*| J .? r ' 

穀を*巧こすがぶ、チがホがスが乂してくがけ D 



I ブ〇ヴラムののが)-:, #— 妨 0-] ■ ブロパテ仰い か wo ； 

V Wrwfcm : M 7 •み - W こよが frU ヴ〇グラ。？)ブ日バ巧!こ。化がかかがが 

I か J か:/ tW ， 

お上で終了です。 

0 

電波の受信状態が悪くありませんかマ 

プリンタまたはアクセスポイントの位置を移動して距離を近せけたり、障害物を取り除いたりしてくださし、。 
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セットアップ中に設定送信エラーが表示され 
てセツトアップで是ない 


8 

入力した IP アドレス / SSID / 暗号化ち式/暗号化キーやパスワードは正しいですかマ 

lil 下の手順で、プリンタに入力した IP アドレス / SSID / 暗号化方式/ VVEP キーに誤りがないか確認して〈ださい。 

1. パソコンを起動します。 

2 . EpsonNet Config を起動します。 

Windows : 

[スタート]-[すべてのプログラム]または[プログラム]-に psonNet] - EpsonNet Config V3] - EpsonNet 
Config] の順にクリックします。 

Windows Vista では、続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Mac OS X : 

[ハードディスク]-[アプリケーシヨン]-に psonNet] - [EpsonNet Config V3] - に psonNet Config] アイコンの 
順にダブルクリックします。 

3 . 本製品名をクリックして[設定開始]をクリックします。 



4 . [ TCP / IP ] - [基本]をクリックして、 IP アドレスを確認します。 
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5 . [ネットワーク]-[基本（無線)]をクリックして、 SSID を巧認します。 



6. [ネットワーク]-[セキュリティ]をクリックして、暗号化方式/暗号化キ ー/ パスワードを確認します。 



参ち 

-暗号化方ま/ WEP キー/共有キーは、本製品とアクセスポイントで同じものを巧用する必要があります。 


トラブル解み 


49 



































• WEP キーや共ちキーは、大文字/か文字の入力に誤りがない力、確認してください。 

0 

無線 LAN 設定がち効になっていますかマ 

プリンタの無線 LAN 設定が無効になっていると、無線 LAN 環境で使用できません。プリンタのネットワークランプ1 
(グリーン）力 s ' 点なしていれば、無線 LAN 設定はち効になっています。 

Q 

ハブ/ルータが正常に機能していて、 LAN ケーブルがしっかり接続されていますか？ 

プリンタの電源がオンになっていて、プリンタを接続しているハブのポートのリンクランプが点なまたは点滅しているか 
確認してください。また、 LAN ケーブルがしっかり接続されていることを確認してください。 

リンクランプが消なしているときは、な下を確認してください。 

-ほかのポートに接続してみる 
-ほかのハブにを続してみる 
- LAN ケーブルを交換してみる 

0 

電波の受信状態が悪くありませんかマ 

プリンタまたはアクセスポイントの位置を移動して距離をおせけたり、障害物を取り除いわりしてください。 


0 

ち線 LAN での接続設定で、パソコンのネットワークインターフェイスが無線 LAN 接続設をになっていませんか？ 

無線 LAN 対応のパソコンで、ネットワークインターフェイスが無線を続設定になっていると、ネットワーク上のプリン 
夕がま示されません。 

な下の手順で無線 LAN ネットワークアダプタを無効にしてから 、 EpsonNet Easyins ね II の[再検索]をクリックしてプリ 
ンタを再検索して〈ださい。 

ブ. [スタート]-[ネットワーク]-[ネットワークと共有センター ]- [ネットワーク接続の管理]の順にクリックします。 

Windows XP : 

[スタート]-[コントロールパネル]-[ネットワークとインターネット接縮]-[ネットワーク接続]の順にクリッ 
クします。 

Windows 2000 : 

[スタート]-[設定]-[ネットワークとダイヤルアップ設定]の順にクリックします。 

2. 巧用していないネットワークアダプタのアイコンをちクリックし、[無効にする]をクリックします。 


► コント 0— ルパネル ► ネツトクークホ巧 


广' 

いい 


る* 巧寒 デバイスを 

C -々 Jl ■<7)^^ A ®ァクごス：2， 

口ーカルェソア巧巧 


)§ 巧 


ネヴ トつ■ウの乃テコ 、 J R 


も 


B 巧こする ( B ) 
»ホみの UJ 

が■【り》 
誠*) 


シヨートカットの巧度 ( S ) 

る，のな •( M 》 

プロ/げイけ） 
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lil 上で終了です。 


Q 

プリンタ/アクセスポイント/パソコンの無線セキュリティ設定が合っていますか？ 

プリンタ/アクセスポイント/パソコンの無線セキュリティ設定が異なっていると、正常に通信できません。例えば、パ 
ソコンとアクセスポイントの無線セキュリティを WEP-64bit で設定して通信した後、プリンタとアクセスポイントを 
AOSS 設定で接結すると、アクセスポイントのセキュリティ設定が AOSS にをわってしまうため、パソコンとアクセス 
ポイントの通信ができな < なります。 

このような場合は、再度パソコンとアクセスポイントの通信設定を行い、パソコンとアクセスポイントで設定したものと 
同じセキュリティ設定でプリンタとアクセスポイントを設定し直して < ださい。 


Q 

アクセスポイントのブライべートセパレータ機能がち効になっていますかマ 

お手持ちのアクセスポイントが株式会社/《ッファロー製品でプライべートセパレータ機能（同じアクセスポイントに接続 
している機器同±の接続ができなくなる機能）に対応しているときに、プライべートセパレート機能がち効になっている 
と、プリンタとパソコンとの通信ができません。 

アクセスポイントの取扱説明書を参照してプライべートセパレータ機能を無効にしてから、再度セットアップしてくださ 
い。 

Q 

WPS 無線 LAN 自動設定で、セキュリティエラーが起きている可能性があります。 

WPS 機能を搭載したアクセスポイントのうち、 WiFi 認証*を取得していない一部のアクセスポイントで WPS 機能を使 
用して無線 LAN 接結設定をすると、セキュリティエラーが発生して正常に設定できないことがあります。 

このときは、アクセスポイントとパソコンまたはプリンタのセキュリティを手動で設定し直すことで、正常に通信できる 
ようじなることがあります。 

* Wifi (ワイファイ）認証： IEEE 802.11シリーズを利用した無線機器間の相互接結性について、 Wi-Fi Alliance (ホ国に 
本拠を置く業界団体）の定めた認証試験に合格して取得した認証のこと。 
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ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 


セツトアップは正常に完了したが、後でプリン 
夕に接続できなくなった 


8 

正しい印刷先（印刷ポート）が選択されていますか？ 
lit 下の手順で印刷ホ （E 口刷ポート）を確認してください。 

ブ. [スタート]-[コント ロール パネル]-[プリンタ]の順にクリックします。 

Windows XP : 

[スタート]-[コントロールパネル]-[プリンタとその化のハードウエア]-[プリンタと FAX ] の順にクリックします。 
Windows 2000 : 

[スタート]-[設定]-[プリンタ]の順にクリックします。 

2 . ご巧用のプリンタアイコンをちクリックして[プロパティ]をクリックします。 
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3 . [ポート]タブをクリックして、リストに表示されたご使用プリンタのポートが [EpsonNet Print Port] になってい 
ることを確認します。 
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参考 

-リストに [EpsonNet Print Port] が表示されていないときは、プリンタの取巧説明書を参照して再度セットアッ 
プして〈ださい。 

•プリンタに同個の CD-ROM でネットワーク接続設定をすると、巧刷先は自動的に [EpsonNet Print Port ] に設定 
されまず。 EP 刷先を標準 TCP/IP ポートに変更していると、 DHCP 環境でプリンタの IP アドレスが変わった場合、 
変更後の IP アドレスを追従できなくなるためにプリンタに接続できなくなります。 DHCP 環境でお使いのときは、 
プリンタの印刷先を [EpsonNet PrintPort] に設をすることをお割めします。 

お上で終了です。 


Q 

ハブ/ルータが正常に機能していて、 LAN ケーブルがしっかり接続されていますかマ 


プリンタの電源がオンになっていて、プリンタを接続しているハブのポートのリンクランプが点なまたは点滅しているか 
確認してください。また、 LAN ケーブルがしっかり接続されていることを確認してください。 

リンクランプが消なしているときは、な下を確認してください。 

-ほかのポートに接続してみる 
-ほかのハブにを続してみる 
- LAN ケーブルを交換してみる 

0 

無線 LAN 設定がち効になっていますか？ 

プリンタの無線 LAN 設定が無効になっていると、無線 LAN 環境で使用できません。プリンタのネットワークランプ1 
(グリーン）力《点なしていれば、無線 LAN 設定はち効 I こなっています。 


8 

プリンタとパソコンの TCP / IP 設をは正しいですか？ 

プリンタとパソコンの TCP/IP 設定が間違っていると、通信できません。 
lil 下の手順で設定を確認してください。 


プリンタの確認 


1 . パソコンを起動します。 

2 . EpsonNet ConCg を起動します。 
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Windows : 

[スタート]-[すべてのプログラム]または[プログラム]-に psonNet ] - EpsonNet Config V 3] -に psonNet 
Config ] の順にクリックします。 

Windows Vista では、続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Mac OS X : 

[ハードディスク]-[アプリケーシヨン]-に psonNet ]- に psonNet Config V 3]- に psonNet Config ] アイコンの 
順にダブルクリックします。 

3 . 本製品名をクリックして[設定開始]をクリックします。 



4 . [ TCP / IP ] - [基本]をクリックして、 IP アドレスを確認します。 



な上でが了です。 

パソコンの確認 
Windows の場合： 

ブ. [スタート]-[ネットワーク]-[ネットワークと共有センター ]- [ネットワーク接続の管理]の順にクリックします。 
Windows XP : 

[スタート]-[コントロールパネル]-[ネットワークとインターネット接系売]-[ネットワーク接続]の順にクリッ 
クします。 

Windows 2000 : 

[スタート]-[設定]-[コントロールパネル]-[ネットワークとダイヤルアップ接続]の順にクリックします。 
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2 . 接続アイコンをちクリックして[ブロパティ]をクリックします。 


Windows Vis ねでは[ユーザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 



3 . [インターネットプロトコルバージョン (TCP/IPV4)] を選択して[プロパティ]をクリックします。 
Windows 2000 /Windows XP : 

[インターネットプロトコル （ TCP / IP )] を選択して[プロパティ]をクリックします。 



4. IP アドレスを巧認します。 

使用しているアクセスポイント（ブロードバントルータ）の設定が DHCP 環境の場合は、 [ IP アドレスを自動的に取 
得する]を選択します。 

IP アドレスを手動で入力する場合は、[次の IP アドレスを使う]を選択して、 IP アドレス、サブネットマスク、デ 
フホルトゲートウエイを入力します。 
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lil 上で終了です。 

Mac OSXv 10'5 'x の場合： 

1 . [アップル]メニュー-[システム環境設を]の順にクリックします。 

2. [ネットワーク]アイコンをクリックします。 



3 . [ Ethernet ] をクリックして、 IP アドレスを確認します。 
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参考 

無線 LAN で接続しているときは、レ U 下ぺージの 「 AirMac の設財ホ正しいですか？」をご確認ください。 
ゥ 「チェック3パソコンの設をを確認」9 

お上で終了です。 

Mac 0 SXv 1 0.3.9/V10.4.x の場合： 

1 . [アップル]メニュー-[システム環境設定]の順にクリックします。 

2. [ネットワーク]アイコンをクリックします。 
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3 . [表示：]で[巧蔵 Ethernet ] を選巧します。 
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参考 

無線 LAN で接続しているときは、レ U 下ぺージの 「 AirMac の設財ホ正しいですか？」をご確認ください。 
ち「チェック3パソコンの設定を確認」9 


レ: i 上で終了です。 


Q 

電波の受信状態が悪< ありませんかマ 

プリンタまたはアクセスポイントの位置を移動して距離をおせけたり、障害物を取り除いわりしてください。 

Q 

プリンタを再起動して、1分ほど経ってから再接続してみてください 

プリンタとアクセスポイント/ルータを起動する順をによっては（例：プリンタを起動した後にアクセスポイント/ルー 
夕を起動するなど）、 一時的に接続ができていない状態になることがあります。プリンタの電源を切り、再度入れ直して 
1分ほど経ってから再接続してみてください。 

Q 

アクセスポイントの電源を入れ直してみて〈ださい 

アクセスポイントの電源を一度切り、入れ直すことで通信ができるようになることがあります。 


0 

DHCP 環境でアクセスポイントやサーバにを < のパソコンやネットワーク機器が接続されていませんか？ 

DHCP サーバにをくのパソコンやネットワーク機器が接続されていると、いくつかのパソコンやネットワーク機器から 
DHCP サーバにを続できなくなることがあります。この場合は、な下を試してみてください。 


方ま1: 

使用していないパソコンやネットワーク機器の電源を切り、プリンタの電源を入れ直す。 
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方ま 2 : 

固定 IP アドレスに設定し直す。 


0 

IP アドレスが重複していませんか？ 

サーバ、パソコンやネットワーク機器の IP アドレスが重複していると、ネットワーク巧の通信が不を定になり通信でき 
なくなることがあります。各機器の IP アドレスを確認し、重複していたら IP アドレスを設定し直してください。 
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無線 LAN の SSID がリストに表示されない 


Q 

お使いのアクセスポイントが SSID を通知しない設定になっていませんか？ 

アクセスポイントによっては、ステルス機能（アクセスポイントへの不正アクセスを防止するわめ、 SSID を通知しない 
機能）に対応しているものがあります。ステルス機能が有効になっていると、アクセスポイントの SSID が検索できない 
ためリストに表示されません。この場合は、アクセスポイントの SSID を手動で入力してください。アクセスポイントの 
SSID については、アクセスポイントの取お説明書をご覧ください。 


0 

をくのホ線 LAN 機器が接続されている環境ではありませんか？ 

リストに表示できる数の SSID よりもをくの無線 LAN 機器が接続されている環境では、いくつかの SSID はリストに表 
示されません。この場合は、な下を試してみてください。 


方ま1: 

SSID を手動で入力する。 


方ま2 : 

リストにま示される SSID は、通常、無線電波の出力が強い順に表示されるため、アクセスポイントとの距離を近付けた 
り障害物を取り除いたりして通信環境を改善してから SSID を再検索する。 
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その他のトラブル 


ネットワーク設定ができないときの確認事項を説明しています。 

を 「EpsonNet Config が起動まわは設定できない」62 
么「設定ソフトウェア起動時に製品名/ IP アドレスが表示されない」63 
A 「 EpsonNetPrint を使って E 口刷すると、ダイヤルアップ接結画面が表示される」66 
な， 「印刷に時間がかかる/データの末尾が义ける」67 
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EpsonNet Config が起動または設定できない 


Q 

ソフトウエアインストール後に、ブロトコルやサービスを変更しましたか？ 

EpsonNet Config ( Windows ) のインストール後に、パソコンでプロトコルやサービスの追加または削除をすると、 
EpsonNet Config ( Windows ) が起動しなくなります。パソコンのプロトコルやサービスを追加または削除したときは、 
EpsonNet Config を削除後再インストールしてください。 
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設定ソフトウェア起動時に製品名/ IP アドレス 
が表示されない 


8 

[Windows セキュリティの重要な警告]画面やファイアウォールソフトが表示した画面で、[ブロックする]や[遮断す 
る]を選択しましたかマ 

[ブロックする]や[遮断する]を選択すると 、 EPSON Web Config または EpsonNetConfig ( Windows ) で製品名が表 
示されません。表示するにはな下の手順をご覧になり、 Windows ファイアウホールやホ版のセキュリティソフトで、例 
外のアプリケーシヨンとして登録してください。 

市販のセキュリティソフトの中には、な下の作業をしても表示できないことがあります。そのときは、市販のセキュリ 
ティソフトを一旦終了してから、本ソフトウエアを使用してみてください。 



重要 


Windows ファイアウォールに例外を録すると、を録されたプログラムの使巧するポートが、か部からのほ信を受け 
付■けられるようになります。これは、ネットワーク経由の攻撃などセキュリティ上のを険性を高めたポートとなる 
ことを意巧します。具体的なリスクとしては、コンピュータウィルスの侵入などが考えられます。 Windows ファイ 
アウォールの設をを更については、リスクなどもご確認のうえ、お客样の責巧において実施していただきますよう 
お願いいたします。 

弊社は、この設をを更によって生じた損害および障害につきましては一切責任を負いません。 

1. [スタート]-[コントロールパネル]の順にクリックします。 

2 . [セキュリティ]の [Windows ファイアウォールによるプログラムの許可]をクリックし、続いて表示される[ュー 
ザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

Windows XP : 

[セキュリティセンター]- [ Windows ファイアウオール]の順にクリックします。 



3 . [例外]タブをクリックして、[プログラムの追加]をクリックします。 
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4. [ENConfig] をチェックして、 [OK] をクリックします。 



5. [ ENConfig ] が[プログラムおよびサービス]に登録され、チェックが付いていることを巧認したら、 [ OK ] をク 
リックします。 

EPSON Web Config のときは 、 [EPSON Web Confia ] にチェックが付いていることを確認します。 
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lil 上で終了です。 
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ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 


EpsonNet Print を使って印刷すると、ダイヤ 
ルアツプ接続画面が表示される 


0 

インターネットへの接続設をがダイヤルアツプ接続になっていませんかマ 


メッセージ画面でキャンセルを選択するとその後は正常に印刷されますが、 Windows 起動後最ネ刀の印刷時に毎回メッ 
セージが表示されます。 

このメッセージが表示されないようにするには、 LAN 接結でインターネットに接続するよう設定するか、手動でダイヤ 
ルアップネットワークを起動してください。 
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Dson PX-201 ネットワーク設定補足ガイド NPD3872-00 


印刷に時間がかかる/データの末尾が欠ける 


Q 

プリンタと接続しているハブの通信モード（全二重/半二重）が合っていますかマ 

プリンタの通信モード [Link Speed ] は工場出荷時[自動]になっています。ハブの通信モードが固定されているとプリ 
ンタとの通信モードに不整合が発生するため、印刷速度が異常に遅くなったりタイムアウトによって末尾のデータが欠け 
たりします。ハブの通信モードを確認して、 Epson Net Config を使用してプリンタの通信モードをハブの設定と合わせて 
〈ださい。 


0 

電波の受信状態が悪くありませんか？ 

無線 LAN 環境で使用して電波の状態が悪いときは、プリンタの周囲に障害物がないことを確認してください。また電波 
状態が良好となる場所へプリンタを移動するなどしてください。電波状態はプリンタの操作パネル（操作パネルのある機 
種のみ）または EpsonNet Config で確認できます。 

0 

印刷先ポートの設定を確認してください 

標準 TCP/IP ポートの [LPR バイトカウントをち効にする]または EpsonNet Print の[ファイルサイズをカウントする] 
がち効になつていると、 EP 刷に時間がかかることがあります。 

標準 TCP / IP ポートの場合 

ブ. [スタート]-[コント ロール パネル]の順にクリックし、[プリンタ]をダブルクリックします。 

Windows XP ； 

[スタート]-[コントロールパネル]-[プリンタとその化のハードウエア]-[プリンタと FAX ] の順にクリックします。 
Windows 2000 : 

[スタート]-[設定]-[プリンタ]の順にクリックします。 

2. プリンタのアイコンをちクリックして[プロパティ]をクリックします。 

3 . [ポート]タブをクリックして標準 TCP / IP ポートをクリックし、[ポートの構成]をクリックします。 



4 . [ LPR 設定]の [ LPR バイトカウントを有効にする]のチェックが外れていることを確認します。 
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お上で終了です。 

EpsonNet Print ポートの場合 

1. [スタート]-[コント ロール パネル]の順にクリックし、[プリンタ]をダブルクリックします。 

Windows XP ； 

[スタート]-[コントロールパネル]-[プリンタとその化のハードウエア]-[プリンタと FAX ] の順にクリックします。 
Windows 2000 : 

[スタート]-[設定]-[プリンタ]の順にクリックします。 

2. プリンタのアイコンをちクリックして[プロパティ]をクリックします。 

3 . [ポート]タブをクリックして EpsonNet Print Port クリックし、[ポートの構成]をクリックします。 
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4 . [ファイルサイズをカウントする]のチ X ックが外れていることを確認します。 
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lil 上で終了です。 
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ネットワークカスタム設定 

プリンタのネットワーク設定 


プリンタをネツトワークで巧巧するわめの設定方まを説明します。 

を「設定方法の紹介」71 

を「プリンタのボタンで設定 （ WPS 無線 LAN 自動設定円 N コード方式）」72 
な「付属のソフトウェア 「 EpsonNetConfia 」 で設定」73 
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設定方法の紹介 


プリンタをネットワークで巧巧するための設定方まには、な下の2つがあります。 

-プリンタのボタンで設定 （ WPS 無線 LAN 自動設定円 N コード方式） 

プリンタのボタンを操作して、ネットワーク設定をします。 

を「プリンタのボタンで設定 （ WPS 無線 LAN 自動設定円 N コード方式）」72 

•付属のソフトウてア 「EpsonNet Config 」 で設定 

付属のソフトウェア 「 Epson Net Config 」 を使用して、ネットワーク設定をします。 
ウ「付属のソフトウ;!;ア rEpsonNet Configj で設定」73 
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プリンタのボタンで設定 ( WPS 無線 LAN 自動 
設定 PIN コード方式） 


プリンタのボタンを操作して、ネットワーク設定をします。 

対応している設定方まは、 WPS 無線 LAN 自動設定（円 N コード方式）です。その他の無線 LAN 設定については、『操作 
ガイド J (系氏マニュアル）をご覧ください。 

1 . アクセスポイントの電源がオンになっていて、通信可能な巧態になっていることを確認します。 

2 . LAN ケーブルが接続されている場合は、 LAN ケーブルをプリンタから取り外します。 

参考 

プリンタから LAN ケーブルを取りかすと、プリンタのネットワークランプ 1 (グリーン）とネットワークランプ 2 
(オレンジ）が交互に点滅しますが、このが態では次の手順に進まないで〈ださい。ネットワークランプ2 (オレン 
ジ）が点灯するか、ネットワークランプ1と2が両方;肖なしてからホの手順に進んで〈ださい。 

3 . A4 の普通組を背面才ートシートフイーダにセットします。 

4 . プリンタの 【NW ステータスシート】ボタンを押します。 

5 . 印刷されたネットワークステータスシートの [WPS-PIN Code] に表示されている円 N コードを巧詔します。 

6. プリンタの 【 WiFi 】 ボタンを巧しながら 【NW ステータスシート】ボタンを 3 秒間巧します。 

ネットワークランプ1(グリーン）とネットワークランプ2 (オレンジ）が同時に点滅します。 

7 . 手順 5 で確認した PIN コードを、アクセスポイントに 2 分な内で登録します。 

8 . 設定が完了すると、ネットワークランプ 1 (グリーン）とネットワークランプ 2 (オレンジ）が点打し、 5 分後にネッ 
トワークランプ2 (オレンジ）がミ肖灯します。 

参考 

設定が失敗したときは、ネットワークランプ1(グリーン）が消灯し、ネットワークランプ2 (オレンジ）が点減し 
ます。このときは 【 WiFi 】 ボタンを押して、再度手順 3 から設定し直してください。 

お上で終了です。 
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付属のソフトウエア 「EpsonNet Configj で設 
定 


付属のソフトウェア rEpsonNet Configj を使巧して、ネットワーク設定をします。 


設定のための接続確認 

EpsonNet Config を使ってネットワーク設定をするために、プリンタとパソコン、アクセスポイントなどを接続します。 
U 下の接続方法を確認して設定してください。 


アクセスポイント（ブロードバンドルータなど）またはハブ/ルータ経由の場合 

アクセスポイント（ブロードバンドルータなど）またはハブ/ルータにプリンタを接結して、電源をオンじします。 



パソコンと直接接続の場合 

パソコンにプリンタを接結して、電源をオンじします。 


フ IJ ンタ 


な 


nil の 

コンビ ユータ LAN ケーブル 


の • 



s/I 


参考 


設定をするパソコンには LAN ポート （ RJ -45 コネクタ）が必要です。 
付属の LAN ケーブルをご使用〈ださい。 


レ: i 上で終了です。 


EpsonNet Config の動作環境 

EpsonNet Config は、な下の環境で動作します。 
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OS 

Windows Vista 

Mac OSXvlO .3.9 麟 

Windows XP 


Windows 2000 


ハードディスク 

15 MB レ: 1 上の空き容量 

表示 

解像度： 800 X 600 ドット上 


参考 

本製品はボリュームフォーマット 「 MacOS 拡張（大文字/小文字を区別、ジャーナリング)」または 「 MacOS 拡 
張（大文字/か文字を区別）」には対応していません。 「 MacOS 扼張（ジャーナリング)」または 「Mac OS 拡張」を 
ご利用ください。また 、 Mac OSX 独自のファイルフォーマット 「 UNIX ファイルシステム」には対応していません。 


EpsonNet Config のインス I —ル 

管理まの権限を持つユーザーでログオンしてください。 

1 . か属のソフトウエア CD - ROM をパソコンにセットします。 

Windows : 

手順3に進む 

2 . MacOSX では [Install Navi ] アイコンをダブルクリックします。 

3 . [選んでインストール]をクリックします。 

Windows でインストール画面が自動的に表示されないときは、[マイコンピュータ]巧の CD-ROM のアイコンをダ 
ブルクリックしてください。 

4 . [EpsonNet Config ] のち側のボタンをクリックします。 

5 . この後は、画面の指示に従ってインストールしてください。 

MacOSX では、インストール終了後 I こ再起動してください。 

lil 上で終了です。 


EpsonNet Config の 起動 

EpsonNet Config を起動する前に、ネットワーク設定な外のプリンタ本体の準備が絡了していることを確認してくださ 
い。詳しくは、プリンタの取巧説明書をご質ください。 


参考 

起動する前に、プリンタの電源が入っていることを確認します。 


Windows の場合 

[スターり-[すべてのプログラム]または[プログラム]- EpsonNet ] - [EpsonNet Confia V 3] の順にクリックします。 


参考 

お下の画面が表示されたら、発行元が 「SEIKO EPSON GROUP 」 であることを確認して、[ブロックを解除する] 
をクリックしてください。また 、 Windows Vista では、続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[続 
行]をクリックしてくださし、。[ブロックする]をクリックしたときは 、 EpsonNet Config を Windows ファイアウオー 
ルに登録して ください。 
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Mac OS X の場合 

[ハードディスク]-[アプリケーシヨン]- [ EpsonNet ] - [EpsonNet Config V 3] - [EpsonNet Config ] アイコンの順に 
ダブルクリックします。 


EpsonNet Config で 設定 

設をについて詳しくは、 EpsonNet Config ヘルプをご覧ください。 
ヘルプは、 EpsonNet Config の[ヘルプ]メニューから表示できます。 


EpsonNet Config のアンインス I —ル 

管理まの権限を持つユーザーでログオンしてください。 


Windows Vista の場合の場合 

ブ. [スタート]-[コント ロール パネル]の順にクリックします。 

2. [プログラム]の[プログラムのアンインストール]をクリックします。 

3 . [EpsonNet Config V 3] を選択して[アンインストール]をクリックします。 

この後は画面の指示に従ってください。 
lil 上で終了です。 


Windows XP の場合 

ブ. [スタート]-[コント ロール パネル]の順にクリックします。 

2. [プログラムの追加と削除]をクリックします。 

3 . [EpsonNet Config V 3] を選択して[変更と削除]をクリックします。 
この後は画面の指示に従ってください。 

lit 上で終了です。 
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Windows 2000の場合 

ブ. [スタート]-[コント ロール パネル]の順にクリックします。 

2. [アプリケーシヨンの追加と削除]をクリックします。 

3 . [プログラムの変更と削除]をクリックして、 [ EpsonNetConfigV 3] をクリックし、[変更/削除]をクリックします。 
この後は画面の指示に従ってください。 

な上で終了です。 


Mac OS Xの場合 

1 . 付属のソフトウエア CD - ROM をパソコンにセツトします。 

2 . [Install Navi ] アイコンをダブルクリックします。 

3 . [選んでインストール]をクリックします。 

4 . [EpsonNet Config ] のち側のボタンをクリックします。 

5 . [詔配画面が表示されたら、パスワードを入力します。 

6. 表示された画面で[続ける...]をクリックします。 

7. [ライセンス]画面の使用許諾内容を確認して、[同意]をクリックします。 

8 . 画面上のリストで[アンインストール]を選択して、[アンインストール]をクリックします。 
この後は画面の指示に従ってください。 

lii 上で終了です。 
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パソコンでのネットワーク印刷設定 


ネットワークに接続したプリンタに印刷するには、プリンタドライバのインストールとプリンタポートの設定が必要で 
す。 EP 刷方まごとに、インストールと設定方まを説明します。 

ム「印刷方法の概要と特徴」78 

を 「EpsonNet Print 印刷 （ Windows )」 80 

を 「 WSD 印刷 （Windows Vis ねのみ）」86 

芭「標準 TCP/IP EP 刷 ( Windows ) J 90 

ち 「 MacOSX」 93 
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印刷方法の概要と特徴 


EpsonNet Print 印刷 （Windows) 

-サーバやルータの DHCP 機能によってプリンタの IP アドレスが変更されても、設定し直す必要がありません。 

•ルータを越えた場所にあるプリンタ（別セグメントのプリンタ）で印刷できます。 

• EP 刷データの送信プロトコル （ LPD / EPSON 拡張 LPD / RAVV ) を使い分けることで、印刷のまさを3段階から選択で 
きます。 

• Windows のスプーラ画面の上部に、プリンタのステータスがま示されます。 

み 「EpsonNet Print 印刷 （ Windows )」 80 


WSD 印刷 （Windows Vista のみ） 

- Windows Vista に標準搭載されている印刷方まです。 

•プリンタの IP アドレスを変更しても 、 Windows Vis ねが自動で追従します。 
•ルータを越えた場所にあるプリンタ（別セグメントのプリンタ）で E 口刷できます。 
ウ 「 WSDEP 刷 （ WindowsVis ねのみ）」86 


標準 TCP/IP 印刷 （Windows) 


• os に標準搭載されている印刷方まです。 

•ルータを越えた場所にあるプリンタ（別セグメントのプリンタ）で印刷できます。 

•イベントビューァを使用して印刷ログ（記録）を取得できます。 

-サーバやルータの DHCP 機能によってプリンタの IP アドレスが変更されたときは、 IP アドレスを手動で設定し直す 
必要があります。 

ウ，「標準 TCP/IP 印刷 ( Windows ) J 90 


Bonjour 印刷 /Rendezvous 印刷 （Mac OS X) 

•プリンタの Bonjour / Rendezvous 機能をオンにする必要があります（プリンタの工場出お時はオンになっています）。 
-サーバやルータの DHCP 機能によってプリンタの IP アドレスが変更されても、設定し直す必要がありません。 

ゥ， 「 MacOSX 」 93 


EPSON TCP/IP 印面 IJ (Mac OS X) 

-サーバやルータの DHCP 機能によってプリンタの IP アドレスが変更されても、設定し直す必要がありません。 
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•プリンタの Bonjour / Rendezvous 機能をオンにする必要があります（プリンタの工場出荷時はオンになっています）。 
•プリンタに固定 IP アドレスで使用するときは、 IP アドレスを手動で設定することもできます。 

ウ 「 MacOSX 」 93 


ネットワークカスタム設を 


79 





ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 



EpsonNet Print 印刷 ( Windows ) 


EosonNet Print の 動作環境 


EpsonNet Print はな下の環境で動作します。 


OS 

Windows Vista 

Windows XP (Service Pack1lil 降） 

Windows 2000 (Service Pack4 お降） 

メモリ 

64MB lU 上 

ハードディスク 

20MB お上の空き容量 

表示 

解像度： 800X600 ドット上 


EpsonNet Print のインストール 

管理まの権限を持つユーザーでログオンしてくださし、。 



重ま 


EpsonNet Print は、旧印刷用ソフトウェア 「EpsonNet Direct Print Version1.0 または Version 2.x 」 がインス!—ル 
されているパソコンにはインス I' ールできません。 

• EpsonNet Direct Print Version 1.0 をご使巧の場合は 、 EpsonNet Direct Print を削除してから EpsonNet Print をイ 
ンストールして〈ださい。 

• EpsonNet Direct Print Version 2.x をご使巧の場合は 、 EpsonNet Print のインス I —ル中に警告メッセージが表示 
されますので、画面の指示に従って EpsonNet Direct Print Version 2.x を削除してください。 

1 . か属のソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットします。 

2 . [選んでインストール]をクリックします。 

インストール画面が自動的に表示されないときは、[マイコンピュータ]内の CD - ROM のアイコンをダブルクリック 
して〈ださい。 


3 . [EpsonNet Print] の左側のボタンをクリックします。 

4. この後は、画面の指示に従ってインストールしてください。 
な上で終了です。 

次に、パソコンのセットアップをします。 


パソコンのセットアップ 

セットアップを始める前に、パソコンに IP アドレスが設定されていることを確認して < ださい。 

また、プリンタに工場出荷時 （192.168.192.168) な外の IP アドレスが設定されていることも確認して < ださい。プリン 
夕の IP アドレスは EpsonNet Config で確認できます。 

ウ「付属のソフトウェア 「EpsonNet Config 」 で設定」73 
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プリンタポートの作成 

1 . [スタート]-[コント ロール パネル]-[プリンタ]の順にクリックします。 

Windows XP : 

[スタート]-[コントロールパネル]-[プリンタとその他のハードウエア]をクリックします。 
Windows 2000 : 

[スタート]-[設定]-[プリンタ]をクリックします。 

2. [プリンタのインストール]をクリックします。 

Windows XP : 

[プリンタを追加する]をクリックして、表示される画面で[次へ]をクリックします。 
Windows 2000 : 

[プリンタの追加]をダブルクリックして、[巧へ]をクリックします。 



3 . [口ーカルプリンタを追加します]をクリックします。 

Windows XP ； 

[このコンピュータに f 妾続されている口ーカルプリンタ]を選択し、[プラグアンドプレイ対応プリンタを自動的に検 
出してインストールする]のチェックを外して、[次へ]をクリックします。 

Windows 2000 : 

[口ーカルプリンタ]を選択し、[プラグアンドプレイ対応プリンタを自動的に検出してインストールする]のチェッ 
クを外して、[次へ]をクリックします。 
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4. [新しいポートの作成]を選択し、ポートの種類から [EpsonNet Print Port ] を選択して、[次へ]をクリックします。 

ご使用の Windows によって、 [Windows セキュリティの重要な警告]画面が表示されます。[ブロックを解除する] 
をクリックしてください。 


if- プリンタの化0 
ブ IJ ンタボ ー ト巧■巧 

巧バボ -H こむ rx* む-舟巧V ン化でりで fw 乂が巧ん 
枕 T 制!-トモ度巧 CU) 

[ 〇 J • _ 

お — か scnNel Pint Port 
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|| 巧へな0 I キでンじレ 

5 . ご使用のプリンタを選択して、[次へ]をクリックします。 

ご使用のプリンタが表示されないときは、電源がオンになっているか確認して[再検索]をクリックする力、、[ポー 
卜直接入力]をクリックして IP アドレスを指定してください。 
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参考 

•別セグメントのプリンタを指定するときは、[ネットワーク設定]をクリックして設定しまず。 

-[ネットワーク設定]をクリックして設定を変更したときやポートの追加中にプリンタの電源をオンにしたとき 
は、[再検索]をクリックしてください。 

•手順4で表示された [ Windows セキュリティの重要な警告]画面で[ブロックする]を選択したときは、パソコ 
ンと同じセグメントにあるネットワークアドレスのプリンタのみ表示されます。異なるネットワークアドレスの 
プリンタを表示するときは、[コントロールパネル]の [ Windows ファイアウォール]で設定を変更して〈ださし、。 

6 . 画面の内容を確認して、[完了]をクリックします。 

[ポートタイプ選が]でポートタイプを選択できます。通常、変更する必要はありません。 

を項目の説明は、下表をご覧ください。 



EpsonNet 


; れ 7) Epson Mel PrinI ボ — 

卜ちの gu けれ / a ホす • 


ボートタイブ gK 

,y アドレぶら断 

,V 

卜る 

>000000«»<-X>0« 


モデルを： 

が >000< 


を R ミた aip アドレス 

WOOOOOfX 


ブ □ 卜つ i レ 

淵げ R 



\ ななの f 3E7 I * ，ンむレ 


項目名 

内容 

[ポートタイプ選択] 

作成するポートのタイプを選択できまず。プリンタの設定に応じて、レ:>1下の項目を選キ尺できます。 

IP アドレス（自動） 

使用するパソコンとプリンタが同ーセグメント内にあり、プリン 
夕の [ IP アドレスの設定方ま]力《[自動]になっているときに選 
キ尺できます。 

プリンタの IP アドレスが変更されても、ポートと IP アドレスが自 
動的に関連付けられるため、 IP アドレスが変わるたびに使用する 
パソコンのポート名を変更する必要がありません。 

IP アドレス（固を） 

プリンタの [ IP アドレスの設定方法]力《[固定]になっていると 
きに選択します。 DHCP サーバなどによって各アドレスを自動で 
取得しているときは、選キ尺しないで〈ださい。 

ポート名 

[ポートタイプ選択]リストで選巧した項目によって、な下のように表示されます。 

• [ IP アドレス（自動）]: EP + MAC アドレス下6巧：プリンタ名 

• [ IP アドレス（固を）]: IP アドレス：プリンタ名 

モデル名 

プリンタ名が表示されます。 

名前または IP アドレス 

[ポートタイプ選が]リストで選がした項目によって、な下のように表示されます。 

• [ IP アドレス（自動）]: IP アドレス 

• [ IP アドレス（固を）]; IP アドレス 

プロトコル 

使用プロトコル（化張 LPR ) が表示されます。 


プリンタドライバのインストール 

1 . 付属のソフトウエア CD - ROM をパソコンにセツトします。 

2. 画面が表示されたら、画面ち上の[ X ]をクリックして画面を巧じます。 

3 . [プリンタの追加]画面で[ディスク巧用]をクリックします。 
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4. [フロッピーディスクからインストール]画面が表示されたら、[参照]をクリックし、ソフトウェア CD - ROM をセッ 
卜した CD - ROM ドライブを選択します。 



5 . [ OK ] をクリックします。 

6. プリンタの一覧からご使用のブリンタを選択して、[次へ]をクリックします。 



7. この後は、画面の指示に従ってインストールして〈ださい。 
lil 上で終了です。 

次に、ネットワーク用モジュールをインストールします。 
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ネットワーク用モジュールのインストール 


プリンタドライバのユーティリティ機能（パソコンからのインク残量確認など）をネットワーク経由でも使えるように、 
ネットワークモジュールをパソコンにインストールします。 

1 . せ属のソフ トウエア CD - ROM をパソコンにセットします。 

2. [選んでインストール]をクリックします。 

3 . [ EPSON プリンタウィンドウ！ 3 (ネットワークモジュール)]の左側のボタンをクリックします。 

4. この後は、画面の巧示に従ってインストールして〈ださい。 

lil 上で終了です。 
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WSD 印刷 （Windows Vista のみ ) 


ここでは、ネットワークに接続したプリンタを、 WSD を使用してセツトアップする方まを説明します。 


P 

重要 

WSD を巧巧してセツトアップするには、使用するパソコンとプリンタがネットワーク接続されている必要がありま 
す。 


ソフトウエアのインストール 

WSD を使用してセットアップするときは、付属のソフトウェア CD - ROM からソフトウェアをインストールしてお〈必 
要があります。 

1 . 付属のソフ トウェア CD-ROM をパソコンにセツトします。 

2 . [簡単インストール]をクリックします。 

3 - [ネットワーク接続]をクリックします。 

4. この後は、画面の巧示に従ってインストールして〈ださい。 
lii 上、終了です。 


プリンタ （ WSD デバイス）の登録 

WSD でプリンタを巧用できるようにします。 

1 プリンタの電源がオンになっていることを確認します。 
2 . [スタート]-[ネットワーク]の順にクリックします。 



3 . ご使巧のプリンタアイコンをちクリックして、[インストール]をクリックします。 
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続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[縮行]をクリックします。 


SR 々テゴリ フーククルーブ ネッ ト つー クの*巧 


い 

• 


• インスト -4^ り 1 


テバイスの w «> ぺ-^；<^« iS ( V ) 


シヨ-けッ 


ブ〇バブイが） 


参考 

•アイコンには、 ネットワーク上のプリンタ名（例： EPSONXXXXXX ) が表示されます（製品名とは異なります）。 
プリンタ名は、本体の操作パネル（対応機種のみ）やネットワークステータスシートで確認できます。詳しくは 
プリンタの取扱説明書をご覧〈ださい。 

•[インストール]と表示される場所に[アンインストール]と表示されるときは、一旦[アンインストール]をク 
リックしてからやり直して〈ださい。 

4. [デバイスを巧用する準備ができました。]をクリックします。 


ぶ 


そ 、イス S 巧巧する—ザで9无 した*) X 

テ八イスりイパソフトフェア ごとしく^ ンストール 

さむました. 


"。脚^*^*^ 


5. 下の画面を確認し、[閉じる]をクリックします。 



6. [スタート]-[コント ロール パネル]-[プリンタ]の順にクリックします。 

7. ネットワーク上のプリンタ名（例： EPSONXXXXXX ) が表示されたアイコンが登録されていることを巧認します。 
WSD で印刷するときは、ネットワーク上のプリンタ名がせいたプリンタを選択してください。 
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D -- 

参考 

正常にインストールされないときは、インストールをやり直してくださし、。 
を「設定できないときは」88 

お上で終了です。 


設定できないときは 

な下の手順で、セットアップをやり直してください。 

1 プリンタの電源がオンになっていることを確認します。 
2. [スタート]-[ネットワーク]の順にクリックします。 



3. ご使巧のプリンタアイコンをちクリックして、[アンインストール]をクリックします。 
続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[結行]をクリックします。 
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を？ 5 。テコリ フーククルーブ ネヴトフー'クか Mi 

•パ 


— [ 


9 アンインスト—/ KU ) 


テバイスの Web ベー 
シ3-トカツ 
プロパティが） 


〇 - 

参考 

アイコンには、ネットワーク上のプリンタ名（例： EPSONXXXXXX ) が表示されます（製品名とは異なります）。プ 
リンタ名は本体の操作パネルやネットワークステータスシートで確認できます。詳しくはプリンタの取扱説明書を 
ご覧ください。 

4. WSD のセットアップをやり直します。 

を「プリンタ （ WSD デバイス）の登録」86 

それでもセットアップできないときは、手順5に進んでください。 

5. 手順 1~3 を参照して、アンインストールします。 

6. ソフトウエア CD-ROM からインストールしたソフトウエアを削除します。 

7. WSD のセットアップを最初からやり直します。 

を.「プリンタ （ WSD デバイス）の登録」86 


lil 上で終了です。 
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標準 TCP/IP 印刷 （ Windows) 


プリンタポートの作成/プリンタドライバのインストール 

1. [スタート]-[コント ロール パネル]-[プリンタ]の順にクリックします。 

Windows XP : 

[スタート]-[コント ロールパネル]- [プリンタとその他のハードウ エア] の順 I こクリックします。 
Windows 2000 : 

[スタート]-[設を]-[プリンタ]の順にクリックします。 

2. [プリンタのインストール]をクリックします。 

Windows XP : 

[プリンタを追加する]をクリックして、表示される画面で[次へ]をクリックします。 

Windows 2000 : 

[プリンタの追加]をダブルクリックして、[次へ]をクリックします。 



3. [口ーカルプリンタを追加します]をクリックします。 

Windows XP ； 

[このコンピュータにを続されている口ーカルプリンタ]を選択し、[プラグアンドプレイ対応プリンタを自動的に検 
出してインストールする]のチェックを外して、[ホへ]をクリックします。 

Windows 2000 : 

[口ーカルプリンタ]を選択し、[プラグアンドプレイ対応プリンタを自動的に検出してインストールする]のチェッ 
クを外して、[次へ]をクリックします。 
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4. [新しいポートの作成]を選択して、ポートの種類から [S ね ndard TCP/IP Port ] を選択して、[次へ]をクリックします。 
Windows 2000 /Windows XP : 

続いて表示される[標準 TCP / IP プリンタポートの追加ウィザード]が表示されたら、[次へ]をクリックします。 


国 

な m プリシタのが II 
ブソンタポートの通巧 

巧パボ -H こわで王/ピ 1- が巧 V ン化化りで fW 乂机》ん 

枕 T かトトを度《(の 

I 〇 巧しいザー巧(ひ J 

ボ-晴 :• 


I ： 巧ぺ巧 ] キ r ン包レ 

5 . [ホスト名または IP アドレス]にプリンタの IP アドレスを入力して[次へ]をクリックし、続いて表示される[ユー 
ザーアカウント制御]画面で[続行]をクリックします。 

[ポート名]は自動的に入力される文字列のままで、変更する必要はありません。 

Windows 2000 /Windows XP : 

[プリンタ名または IP アドレス]にプリンタの IP アドレスを入力して[次へ]をクリックし、綿いて表示される[標 
準 TCP / IP プリンタポート]画面で[完了]をクリックします。 


[[sttfvltfdTCP/V Pcfl 
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な〜 プリシタの凶 

ホストこ‘ゴ IP アドレス*入力 I...I ? 


デ, H スめ ttWD 白 iAOHS 


(が 卜な tUBP アドレス(か I 


] 

，-卜み0 

/ 巧ンタ烘 A して、«用ずる乃ン9ド巧白のじな m がな 



[ 

帥王 

j キでンじレ I 


6. [ディスク巧用]をクリックして、付属のソフトウェア CD - ROM をパソコンにセットします。 

7. CD - ROM ドライブ名を半角で入力後、画面の指示に従って設定を終了します。 

な上で、終了です。 

次に、ネットワークモジュールをインストールします。 


ネットワーク用モジュールのインストール 

プリンタドライバのユーティリティ機能（パソコンからのインク残量確認など）をネットワーク経由でも使えるように、 
ネットワークモジュールをパソコンにインストールします。 

1 . 付■属のソフトウエア CD - ROM をパソコンにセットします。 

2. [選んでインストール]をクリックします。 

3 . [ EPSON プリンタウィンドウ！ 3 (ネットワークモジュール)]の左側のボタンをクリックします。 

4 . この後は、画面の指示に従ってインストールしてください。 

lil 上で終了です。 
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Mac OS X 


プリンタドライバをインストールした後に、プリンタをセットアップ（追加）します。 

印刷プロ トコルは 、 EPSON TCP / IP、 Bonjour (Mac OS X v 10.4 .x な降 ）、 Rendezvous (Mac OS X v 10.3.9) の中から選 
択できます。 


プリンタドライバのインストール 

1. 付属のソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットして、 [Install Navi ] アイコンをダブルクリックします。 

2. [選んでインストール]をクリックします。 

3. [プリンタドライバ]の左側のボタンをクリックします。 

4. この後は、画面の指示に従ってインストールしてください。 

プリンタドライバのインストールが終了したら、画面左上の[ X ]をクリックしてソフトウェア CD - ROM を路了します。 
次に、プリンタを追加します。 


プリンタの追加 


Mac OS X v 10,5 .x の場合 

1 プリンタの電源がオンになっていて、ネットワーク通信ができていることを確認します。 
2. [アップル]-[システム環境設定]-[ブリントとファクス]の順にクリックします。 


A 〇 
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み い A , 

Mk QuKkT.mt 丰プトフーク 巧 巧 


グイスフレイ 
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フシン h と 
フ7クス 
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システム 


曾 it 


がリ ん 〇 


MMhin < 7カクント スピ ー f ソフトクぺ7レンブんユニバーブん Kfc ブィスク 日巧と 
ア y 7 ブート 3ントローん 7クたス 


3. [+] をクリックします。 
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ん [デフナルト]をクリックし、ご使用のプリンタ名をクリックして、[追加]をクリックします。 



I litSAMM 


を巧 ： XXXXXXXXXXX 
喝巧： 

ドライバ：广白たぶが — 

み ブリンク mtc 祖中... 


使用プロトコル 

選択する接続または項目 

TCP/IP 

EPSON TCP/IP 

Bonjour 

Bonjour 


ご使用のプリンタがプリンタリストに追加されたら、画面を閉じてくださし、。 


lil 上で終了です。 


Mac OS X V10.3.9 〜 v10.4.x の場合 

1. プリンタの電源がオンになっていて、ネットワーク通信ができていることを確認します。 

2. [ハードディスク]-[アプリケーシヨン]-[ューティリティ]-[プリンタ設定ューティリティ]の順にダブルクリッ 
クします。 
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3. [追加]をクリックします。 

4. プリンタブラウザ （ MacOSXv 10.3 は[ブリンタリスト])画面でご使用のプリンタををクリックして、[追加]を 
クリックします。 


使用プロトコル 

選択する接続または項目 

TCP/IP 

EPSON TCP/IP 

Bonjour (Mac OS X v 10.4. x ) 

Bonjour 

Rendezvous (Mac OS X v 10.3.9) 

Rendezvous 


ご使用のプリンタがプリンタリストに追加されたら、画面を閉じてくださし、。 


lil 上で終了です。 
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プリンタとパソコンを無線で直接通信（アド 
ホックモード） 


プリンタとパソコンをお線で通信（アドホックモード）して E 口刷するときの、設定方法を説明します。 
么「設定の流れ」97 
を「プリンタの無線 LAN 設定」98 
ウ.「パソコンの設定」102 
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設定の流れ 


ここでは、プリンタとパソコンを無線で直接（アドホックモード）通信するための設定手順を説明します。 


Q - 

重要 

•アドホックモード通信の設をは、高度なネットワーク知識が必要です。プリンタを無線 LAN 接続で使用するとき 
は、インフラストラクチャモードでの使巧をお勧めします。 

•アドホックモードでの通信は、な下の制限事項があります。お客梯ご自身の責任で設をしてください。 

- AES/TKIP などの強固なセキュリティを設をできません。 

-同時に2台レ U 上の端末と接続できません。 

■パソコンの お線 LAN アダプタによって、プリンタと通信できないことがあります。 

lil 下の流れで設定します。 

-ステップ1:プリンタの設定 
プリンタの TCP/IP 設定、無線 LAN 設定を行います。 

を「プリンタの無線 LAN 設定」98 

•ステップ2:パソコンの設定 

パソコンで TCP/IP 設定、無線 LAN 設定を行います。 Mac OS X では無線 LAN 設定のみを行います。 

を「パソコンの設定」102 

•ステップ3:パソコンでのネットワーク印刷設を 
プリンタドライバのインストールとプリンタポートの設定を行います。 

を「パソコンでのネットワーク印刷設定」77 
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プリンタの無線 LAN 設定 


Windows の場合 

1 . パソコンのお線 LAN 設定をオフにして、ブリンタとパソコンを LAN ケーブルで接続します。 

2 . EpsonNet Config を起動します。 


[スタート]-[すべてのプログラム]または[プログラム]- [ EpsonNet ] - [EpsonNet Config V 3] - [EpsonNet 
Config ] の順にクリックします。 

Windows Vis ねでは、続いて表示される[ユーザーアカウント制御]画面で[結行]をクリックします。 

义 本製品名をクリックして[設定開始]をクリックします。 



4 . [ネットワーク]の堪本（無線)]をクリックして[アドホック]を選択し、 SSID を入力してチャネルを選択します。 
チヤネルは、パソコンの無線 LAN アダプタで使用しているものと同じものを選択してください。 



5 . [ネツトワーク]の[セキュリティ]をクリックして[セキュリティレベル]のリストからセキュリティ方まを選択 
します。 
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セキュリティ方式で [ WEP -64 bit (40 bit )] / [ WEP -128 bit (104 bit )] を選択したときは、下表を参照して WEP *- 
を入力します。 ASCII 文字の場合は大文字、小文字の区別に;'主意して入力してください。 



16進数 

〇〜9の数字と a 〜 f のアルファベット 

ASCII 文字 

半角英数字記号（大义字/ル义字は区別） 

WEP -64 bit 

10析 

5文字 

WEP -128 bit 

26巧 

13文字 


氏 [ TCP / IP ] の[基本]をクリックして IP アドレスの入力方まで[手動]を選択し、 IP アドレスとサブネットマスクを 
入力します。 

IP アドレスは、同ーセグメント巧のプライべート IP アドレスを入力してください。 

設定例 

プリンタ： IP アドレス192.168 .11. 9/サブネットマスク255.255 .255.0 
パソコン： IP アドレス192.168 .11.4/ サブネットマスク255.255 .255.0 
デフオルトゲートウ X イの入力は不要です。 



7. [送信]をクリックして、確認画面で [ OK ] をクリックします。 

瓦 プリンタとパソコンから LAN ケーブルを抜き、プリンタの電源を入れ直します。 


P = 

を意 

LAN ケーブルを抜かないと、プリンタの無線 LAN 設定が有効になりません。 
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9. パソコンの無線 LAN 設定をオンにします。 

lil 上で終了です。 


Mac OS X の場合 

1 . プリンタとパソコンを LAN ケーブルで接続します。 

2 . EpsonNet ConRg を起動します。 

[ハードディスク]-[アプリケーシヨン]-に psonNet ] - [EpsonNet Config V 3] -に psonNet Config ] アイコンの 
順にダブルクリックします。 

3. 本製品名をクリックして[設定開始]をクリックします。 



4. [ネットワーク]の[基本（お線)]をクリックして[アドホック]を選択し、 SSID を入力します。 



5. [ネットワーク]の[セキュリティ]をクリックして[セキュリティレベル]のリストからセキュリティモまを選が 
します。 
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セキュリティ方式で [WEP-64bit (40bit)] / [WEP-128bit (104bit)] を選択したときは、下表を参照して WEP*- 
を入力します。 ASCII 文字の場合は大文字、小文字の区別に;'主意して入力してください。 



16進数 

〇〜9の数字と a 〜 f のアルファベット 

ASCII 义字 

半角英数字記号（大文字/ル文字は区别） 

WEP-64bit 

10 析 

5 文字 

WEP-128bit 

26 巧 

13 文字 


6 . [送信]をクリックして、巧認画面で [OK] をクリックします。 

7 . プリンタとパソコンから LAN ケーブルを抜き、プリンタの電源を入れ直します。 


P 

注意 

LAN ケーブルを抜かないと、プリンタの無線 LAN 設定が有効になりません。 

お上で終了です。 
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パソコンの設定 


Windows の場合 （ TCP/IP 設定、無線 LAN 設定 ) 


TCP/IP 設定 

ブ. [スタート]-[ネットワーク]-[ネットワークと共有センター ]- [ネットワーク接続の管理]の順にクリックします。 
Windows XP : 

[スタート]をちクリックし、[エクスプローラ]をクリックして、表示された画面で [コン トロールパネル]-[ネッ 
トワーク接縮]をクリックします。 

Windows 2000 : 

[マイネットワーク]アイコンをちクリックして、[プロパティ]をクリックします。 

2 . [ワイヤレスネットワーク接続]アイコンをちクリックして、[プロパティ]をクリックします。 



ネットクークとィンターネット ► ネット9—ク»巧 


か*み. 


名* i 巧 ■ デバィスる 》巧 

LAN J ごさ) la インター不.卜【2) 

論— □—々ルエソア巧« 

X、: 


ネツトフークの々テコソ 


も 

フイでレスホットフーク巧巧 

ち巧にす 5(B) 

巧任ぶが 0) 



が■…， 

W*(A) 

ブリッジ巧が G) 

シ■—卜巧ッ h のかが S) 

名がり RR(M) 


プロパティが） 


3 . [続行]をクリックします。 

Windows 2000 /Windows XP : 
手順4へ進みます。 


4 . [インターネットプロトコルバージョン 4 ( TCP / IPV 4)] をクリックして、[プロパティ]をクリックします。 
Windows 2000 /Windows XP : 

[インターネットプロトコル （ TCP / IP )] をクリックして[プロパティ]をクリックします。 
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5 . [次のアドレスを使う]を選巧し、 IP アドレス、サブネットマスクを入力して、 [ OK ] をクリックします。 
IP アドレスは、同ーセグメント巧のプライべート IP アドレスを入力して<ださい。 

記定例 

プリンタ： IP アドレス192.168 .11.2/ サブネットマスク255.255 .255.0 
パソコン： IP アドレス192.168 .11. 3/サブネットマスク255.255 .255.0 
デフオルトゲートウ X イの入力は不要です。 



6 . パソコンを再起動します。 
lii 上で終了です。 

次に、無線 LAN 設定を行います。 


無線 LAN 設定 

ブ. [スタート]-[ネットワーク]-[ネットワークと共有センター ]- [ネットワークを続の管理]の順にクリックします。 

Windows XP : 

[スタート]をちクリックし、[エクスプローラ]をクリックして、表示された画面で[コントロールパネル]-[ネッ 
トワーク接結]をクリックします。 
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Windows 2000 : 

[マイネットワーク]アイコンをちクリックして、[プロパティ]をクリックします。 

2. [ワイヤレスネットワーク接続]を選巧して、[接続先]をクリックします。 

Windows 2000 /Windows XP : 

[ワイヤレスネットワーク接続]アイコンをちクリックして、[利用できるワイヤレスネットワークの表示]を選択し 
ます。 



〇 - 

参考 

[ワイヤレスネットワーク按続]アイコン名は、ご使用のパソコンによって異なることがあります。 

3 . [ネットワークに接続]のリストから、先ほど設定したプリンタの SSID を選択して、[接続]をクリックします。 
セキュリティ機能を設定しているちときは、設定したパスワードを入力して限続]をクリックしてくださし、。 



4 . [ワイヤレスネットワーク接続]をダブルクリックします。 
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5 . 


[接続]の[シグナルのが態]で無線通信ができていることを確認して、[閉じる]をクリックします。 



图 


が一）!巧 


0-M 

巧 


W ぞ 

怯 S 


11か 

SSI> 



化な巧 n 


の巧巧 




シヴゎ誠な 



m •(口 

1 W ャレ;のブ0/巧が。 



KfE 快:を 


/WK 




か倉 

巧の1 


W ブ扣巧イむ [ r »巧に夕なの 


な VK か 




参考 

パソコンによっては、上記お外にも無線に関する設をが必要なことがあります。詳しくはパソコン/アクセスポイン 
卜（ブロードバンドルータなど）/無線 LAN アダプタの取扱説明書をご覧ください。 


お上で終了です。 

次に、プリンタドライバのインストールとプリンタポートの作成を行います。 
な「パソコンでのネットワーク印刷設定」77 


MacOSX の場合（無線 LAN 設定） 

Mac OS X V 10.5 .X 

無線 LAN (AirMac) を設定するには、管理者の権限でログオンしてください。 

1 . [アップル]-[システム環境設定]-[ネットワーク]の順にクリックします。 

2. [ AirMac ] をクリックして、 [ AirMac を入にする]をクリックします。 
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ネブトワ-ク 
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3. [ネットワーク名：]リストから、先ほど設定したプリンタの SSID を選択します。 


AOA ネットワ—ク 

•ィ1 > h すぺてを&ホ な 

ネブトワーク■境：幽« ■:! 



が巧： mm 


AirM*c そのにする 


g Bluetooth 

な 


192.16>.11.2ザ]されでい tf . 


0 £ホが〜1 


ネヴトワークを： 

✓ ■ ^ - で 





* • « 
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t FireWire 
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巧なのネブフークじな «... 

ネヴトフークをホな.. 



_々 'ーィニユーパーに AifMK の议巧を«巧 P 巧... 啼 

eg で * ないよク CT るには力幸をクリブクし* T, '亏万えタス…、 

4 . [適用]をクリックして、ネットワーク画面を閉じます。 

な上で終了です。 

次に、プリンタドライバのインストールとプリンタポートの作成を行います。 

な「パソコンでのネットワーク印刷設定」77 


Mac OS X V10.3.9 〜 v10Ax 

無線 LAN (AirMac) を設定するには、管理者の権限でログオンしてくださし、。 
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ブ. [アップル]-[システム環境設定]-[ネットワーク]の順にクリックします。 

2. [ネットワーク環境：]が[自動]になっていることを®認して、该示]で [ AirMac ] を選択します。 

Mac OSX V10.3.9 では、[場所：]力《[自動]になっていることを確認して、[表示：]で [ AirMac ] を選巧して〈ださし、。 


0 e ネ7トワーク 

卜►〕 T ぺ T け巧 I 
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〔ネット ヮ—クか) I : 自 

IR 巧 ： AirMac 
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广 AirMac TCP/IP _ PPPoE AppleTalk _ プロキシ 
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山 
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I アシスタント...^し_みすぐ»1り_ ‘ 


3 . [デフナルトの接続先：]リストから[優先するネットワーク]を選択して、リストからご使用ブリンタの SSID を選 
択します。 
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参考 

SSID が表示されないときは、 Ja 下の操作をしてください。 

• Mac OS X V10.4.X : 

[+] をクリックして、表示される画面で SSID とパスワードを入力してくださし、。 
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• Mac OSXv 10.3.9 : 

[ネットワーク]/ [パスワード]欄に SSID とパスワードを入力してください。 

4 . [今すぐ適用]をクリックして、ネットワーク画面を閉じます。 

5 . [ハードディスク]-[アプリケーシヨン]-[インターネット接続]の順にダブルクリックします。 

6. [-覽]画面の [ AirMac ] アイコンをクリックして、信号レベルが表示されていることを確認します。 

lil 上で終了です。 

次に、プリンタドライバのインストールとプリンタポートの作成を行います。 

ウ「パソコンでのネットワーク印刷設定」77 
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ライセンス 


ナープンソースソフトウエアのライセンス契 
約全文 


本製品は当社が権利をちするソフトウエアのほか I こオープンソースソフトウエアを利用しています。 
本製品に利用されているオープンソースソフトウエアに関する情報は下記の通りです。 


GNU GPL 適用ソフトウエアについて 


当なは 、 GNU General Public License Version 2, June 1991 またはそれレ U 降のバージョン（レ: I 下 「 GPL 」） の適用対象となるな下の 
オープンソースソフトウェアを GPL の条件に従い本製品に利巧していまず。 

当社は、本製品に含まれる GPL の適巧対象となるオープンソースソフトウェアに ついて GPL に基づきソースコードを開示してい 
ます。当該オープンソースソフトウェアの複製、改変、頒布を希望される方は、カラリオインフォメーションセンターにお問い合 
わせ〈ださい。ソースコードの開示期間は、本製品の販売終了後5年間とさせていただきます。 

なお、当該オープンソースソフトウ X アを複製、改変、頒布する場合は GPL の条件に従ってください。 

また、当該オープンソースソフトウ X アは現が有姿のまま提供されるものとし、如何なる種類の保証も提供されません。こ 
こでいう保証とは、商品化、商業可能性および使用目的についての適切性ならびに第王者の権利（特許権、著作権、営業秘 
密を含むがこれに限定されない）を侵害していないことに関する保証をいいますが、これに限定されるものではありません。 

(1) 上記 （1) のとおり、本製品に含まれる GPL および LGPL の適用対象となるオープンソースソフトウェア自体の保証はありま 
せんが、本製品の不具合（当該オープンソースソフトウ X アに起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保 
証書に記載）に影響はありません。 

(2) 本製品に含まれる GPL の適巧対象となるオープン ソースソフ トウェアは下記のとおりであり、その著作権をは （1) にて開示 
される ソースコー ド内に記載してあります。 


GPL 適用ソフトウエアパッケージリスト 


busybox 1.7.2 

coreutils _5.2.1 

debianutils _2.6.2 

dpkg _1. 10.18 

hostname — 2.10 

ifupdown _0.6.4 

inetutils - ftpd _ 1.4 .2 

initscripts _2.85 

Iibc 6_2.3.6 

Iibgcc 1_4.1.1 

module-in け- tools -1.60.9 

n が- tools _1.60 

netbase _4.14 

procps _3.1.14 

sysvinit -2.85 

udhcp 0.9.8 cvs 2005012 4-5 
u 川- linux -2.12 

GNU General Public License Version 2, June 1991 が適巧されるソフトウエアにつきましては、が下の条件が適用になります。ま 

た、下の Web サイトでもご覧いただけます。 

http://www.gnu.ora/licenses/. 
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Copyright (C)1989, 1991 Free Software Foundation, Inc.，51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA Everyone is 
permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General Public 
License is intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make sure the software is free for all its users. 
This General Public License applies to most of the Free Software Foundation's software and to any other program whose authors 
commit to using it. (Some other Free Software Foundation software is covered by the GNU Lesser General Public License instead.) 
You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed to make sure 
that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), that you receive source code 
or can get it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in new free programs; and that you know you can do 
these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the rights. 
These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that 
you have. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show them these terms so they know 
their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal permission to 
copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no warranty for this 
free software. If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know that what they have is not 
the original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a free 
program will individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made it clear that 
any patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIF に ATION 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying it may be 
distributed under the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such program or work, and a "work 
based on the Program" means either the Program or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the 
Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated into another language. (Hereinafter, translation is 
included without limitation in the term "modification".) Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of running 
the Program is not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents constitute a work based on the Program 
(independent of having been made by running the Program). Whether that is true depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, provided that you 
conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the 
notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and give any other recipients of the Program a copy of this License 
along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange for 
a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Program, and copy 
and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the Program or 
any part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started running for such 
interactive use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate copyright notice and a 
notice that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute the program under 
these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. (Exception: if the Program itself is interactive but does 
not normally print such an announcement, your work based on the Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Program, and 
can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those 
sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole which is a work 
based on the Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for other licensees extend 
to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise 
the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 
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In addition, mere aggreaation of another work not based on the Proaram with the Program (or with a work based on the Program) on 
a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable form under the 
terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under the terms 
of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more than your cost 
of physically performing source distribution, a complete machine-readable copy of the corresponding source code, to be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This alternative is 
allowed only for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or executable form with such 
an offer, in accord with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable work, complete 
source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used 
to control compilation and installation of the executable. However, as a special exception, the source code distributed need not include 
anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access 
to copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though third parties are not compelled 
to copy the source along with the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. Any attempt 
otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate your rights under this License. 
However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long as 
such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify 
or distribute the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by 
modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and 
all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives a license from 
the original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third parties 
to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 
conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do 
not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Program at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free redistribution of the Program by all those who receive copies directly or indirectly through you, 
then the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is intended 
to apply and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any such 
claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system, which is implemented by 
public license practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software distributed through that system 
in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 
original copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding 
those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates 
the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time to time. Such 
new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License which applies to it 
and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later version published 
by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a version number of this License, you may choose any version ever 
published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are different, write to the 
author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software Foundation; 
we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of 
our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 
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11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS 
AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS に " WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR 
IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. 
SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 
CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR RED に TR 旧 UTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO 
YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF 
THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING 
RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO 
OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 


END OF TERMS AND CONDITIONS 
How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to achieve this is to 
make it free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to most effectively 
convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the program's name and a brief idea of what it does.> Copyright (C) <year> <name of author> 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License as 
published by the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty 
of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc.，51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MAO 2110 -1301 USA. 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 6 白 ， Copyright (C) year name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type ‘show w’. 

This is free software, and you are welcome to redistribute it under certain conditions; type ‘show c’ for details. 

The hypothetical commands ‘show w’ and ‘show c’ should show the appropriate parts of the General Public License. Of course, the 
commands you use may be called something other than ‘show w' and ‘show c ’； they could even be mouse-clicks or menu items— 
whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, 
if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program ‘Gnomovision’ (which makes passes at compilers) written 
by James Hacker. 

《signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program is a subroutine 
library, you may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what you want to do, use the 
GNU Lesser General Public License instead of this License. 


GNU LGPL 適用ソフトウエアについて 


当社は 、 GNU LESSER General Public License Version 2.1, February 1999 またはそれお降のバージョン CUI 下 「 LGPL 」） の適用対 
象となるレ :I 下のオープンソースソフトウエアを LGPL の条件に従い本製品に利巧しています。 

(1) 当社は、本製品に含まれる LGPL の適用対象となる才ープンソースソフトウエアについて LGPL に基づきソースコードを開 
示しています。当該オープンソースソフトウ X アの複製、改変、頒布を希望される方は、カラリオインフォメーションセン 
ターにお問い合わせ〈ださい。ソースコードの開示期間は、本製品の販売終了後 5 年間とさせていただきます。 

なお、当該オープンソースソフトウ X アを複製、改変、頒布する場合は LGPL の条件に従ってください。 

また、当該オープンソースソフトウ X アは現状有姿のまま提供されるものとし、如何なる種類の保証も提供されません。こ 
こでいう保証とは、商品化、商業可能性および使用目的についての適切性ならびに第王者の権利（特許権、著作権、営業秘 
密を含むがこれに限定されない）を侵害していないことに関する保証をいいますが、これに限定されるものではありません。 
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上記 （ 1) のとおり、本製品に含まれる GPL および LGPL の適巧対象となるオープン ソースソフ トウエア自体の保証はありま 
せんが、本製品の不具合（当該オープン ソースソフト ウ X アに起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保 
証書に記載）に影響はありません。 


(3) 本製品に含まれる GPL の適用対象となるオープンソースソフトウ X アは下記のとおりであり、その著作権者は （ 1 ) にて開示 

されるソースコード内に記載してあります。 


LGPL 適巧ソフトウエアパッケージリスト 

inetutils-ftpd_ 1.4 .2 
Iibc6_2.3.6 
procps_3.1.14 
sysvinit-2.85 
zeroconf 0.6.1-1 

GNU LESSER General Public License Version 2.1 ， February 1999 が適巧されるソフトウエアにつきましては、レ :I 下の条件が適用に 

なります。また、が下の Web サイトでもご覧いただけます。 

http://www.gnu.ora/licenses/. 


GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2.1, February 1999 

Copyright (C) 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110 -1301 USA Everyone is 
permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public License, version 2, 
hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General Public 
Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make sure the software is free for all its users. 


This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages—typically libraries—of the 
Free Software Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest you first think carefully about 
whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use in any particular case, based on the explanations 
below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are designed to make 
sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish )： that you receive source 
code or can get it if you want it ： that you can change the software and use pieces of it in new free programs ： and that you are informed 
that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these 
rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that we gave 
you. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code with the library, you must provide 
complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library after making changes to the library and recompiling 
it. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the library is modified 
by someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, so that the original author's 
reputation will not be affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a company cannot 
effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. Therefore, we insist that any patent 
license obtained for a version of the library must be consistent with the full freedom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This license, the GNU Lesser 
General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the ordinary General Public License. We use 
this license for certain libraries in order to permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is legally speaking 
a combined work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore permits such linking only if the 
entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License permits more lax criteria for linking other code with 
the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the ordinary General 
Public License. It also provides other free software developers Less of an advantage over competing non-free programs. These 
disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many libraries. However, the Lesser license provides 
advantages in certain special circumstances. 
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For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, so that it 
becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free programs must be allowed to use the library. A more frequent case is that a 
free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting the free library to free 
software only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use a large body 
of free software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to use the whole 
GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a program that 
is linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the difference between a 
"work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived from the library, whereas the latter 
must be combined with the library in order to run. 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the copyright holder 
or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also called "this License"). 
Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with application programs 
(which use some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A "work based on 
the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the Library ora portion 
of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightforwardly into another language. (Hereinafter, translation is included 
without limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, complete source code 
means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to control 
compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of 
running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered only if its contents constitute a work 
based on the Library (independent of the use of the し ibrary in a tool for writing it). Whether that is true depends on what the Library 
does and what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any medium, provided 
that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact 
all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and distribute a copy of this License along with the し ibrary. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange for 
a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, and copy and 
distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application program that uses 
the facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a good faith effort to ensure 
that, in the event an application does not supply such function or table, the facility still operates, and performs whatever part 
of its purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined independent of the 
application. Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by this function must be 
optional: if the application does not supply it, the square root function must still compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Library, and 
can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those 
sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole which is a work 
based on the Library, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for other licensees extend 
to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise 
the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the し ibrary) on a 
volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given copy of the Library. 
To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU General Public License, version 
2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General Public License has appeared, then you 
can specify that version instead if you wish.) Do not make any other change in these notices. 
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Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public License applies to all 
subsequent copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or executable form under 
the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, 
which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access to copy the 
source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even though third parties are not compelled 
to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by being compiled or 
linked with it, is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of the Library, and therefore 
falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the Library (because it 
contains portions of the Library), rather than a "work that uses the library". The executable is therefore covered by this License. Section 
6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for the work may be 
a derivative work of the Library even though the source code is not. Whether this is true is especially significant if the work can be 
linked without the Library, or if the work is itself a library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and small inline 
functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative work. 
(Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms of Section 6. 
Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the Library to produce a 
work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, provided that the terms permit modification 
of the work for the customer's own use and reverse engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the し ibrary is used in it and that the Library and its use are covered 
by this License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copyright notices, you must include the 
copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the user to the copy of this License. Also, you must do 
one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including whatever 
changes were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable 
linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", as object code and/or source code, 
so that the user can modify the Library and then relink to produce a modified executable containing the modified Library. (It is 
understood that the user who changes the contents of definitions files in the Library will not necessarily be able to recompile 
the application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at run time 
a copy of the library already present on the user's computer system, rather than copying library functions into the executable, 
and (2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs one, as long as the modified version is 
interface-compatible with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials specified in 
Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access to copy the 
above specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs needed for 
reproducing the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need not include anything that is 
normally distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system 
on which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not normally accompany 
the operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library together in an executable that you 
distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with other library 
facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate distribution of the work based 
on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any other library 
facilities. This must be distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and explaining where 
to find the accompanying uncombined form of the same work. 
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8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expresslv provided under this License. Anv 
attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically terminate your rights 
under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have their licenses 
terminated so long as such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify 
or distribute the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by 
modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), you indicate your acceptance of this し icense to do so, and all 
its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a license from the 
original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and conditions. You may not impose any 
further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third 
parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 
conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do 
not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Library at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free redistribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then 
the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is intended 
to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any such 
claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which is implemented by 
public license practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software distributed through that system 
in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 
original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding 
those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates 
the limitation as if written in the body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License from time to time. 
Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License which applies to it and 
"any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later version published by 
the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license version number, you may choose any version ever published 
by the Free Software Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incompatible with these, 
write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all 
derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS 
AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS に " WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR 
IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. 
SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 
CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR RED に TR 旧 UTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO 
YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF 
THE USE OR INABILITYTO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH 
ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 
How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making it free software 
that everyone can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these terms (or, alternatively, under the 
terms of the ordinary General Public License). 
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To apply these terms, attach the Tollowing notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source file to most 
effectively convey the exclusion of warranty ： and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice 
is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright (C) <year> <name of author> 

This library is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU Lesser General Public License 
as published by the Free Software Foundation; either version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY ： without even the implied warranty 
of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for more 
details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License along with this library; if not, write to the Free 
Software Foundation, Inc., 51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110 -1301 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, 
if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written by James 
Random Hacker. 

《signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 

That's all there is to it! 


Bonjour について 


当社は才ープンソースソフトウェア 「 Bonjour 」 を当該才ープンソースソフトウェアの著作権者である Apple Computer Inc . から提 
示されたライセンス契約 ： Apple Public Source License Versioni.2 またはそれ la 降のパ '— ジョン似下 「 Apple なライセンス契約」） 
に従い本製品に利巧していまず。 

当社は、本製品に含まれる 「 Bonjour 」 について、 Apple なライセンス契約に基づきソースコードを開示しています。 「 Bonjour 」 の 
複製、改変、頒布を希望されるちは、カラリオインフォメーションセンターにご連絡ください。ソースコードの開示期間は、本製 
品の販売終了後己年間とさせていただきます。なお、 「 Bonjour 」 を複製、改変、頒布する場合は Apple 社ライセンス契約にがって 
ください。 

「 Bonjour 」 は才ープンソースソフトウェアという性格上、 「 Bonjour 」 自体の保証はありませんが、本製品の不具合 （「 Bonjour 」 に起 
因する不具合も含みます）に関する当なの保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 

Apple なライセンス契約の全文は下の通りです。また、お下の Web サイトでもご覧いただけます。 
http://www.opensource.apple.com/apsl/ 


APPLE PUBLIC SOURCE LICENSE 
Version 2.0 - August 6, 2003 

1.General; Definitions. This License applies to any program or other work which Apple Computer, Inc. ("Apple") makes publicly available 
and which contains a notice placed by Apple identifying such program or work as "Original Code" and stating that it is subject to the 
terms of this Apple Public Source License version 2.0 ("License"). As used in this License: 

1.1"Applicable Patent Rights" mean: (a) in the case where Apple is the grantor of rights, (i) claims of patents that are now or hereafter 
acquired, owned by or assigned to Apple and (ii) that cover subject matter contained in the Original Code, but only to the extent 
necessary to use, reproduce and/or distribute the Original Code without infringement ： and (b) in the case where You are the grantor 
of rights, (i) claims of patents that are now or hereafter acquired, owned by or assigned to You and (ii) that cover subject matter in Your 
Modifications, taken alone or in combination with Original Code. 

1.2 "Contributor" means any person or entity that creates or contributes to the creation of Modifications. 

1.3 "Covered Code" means the Original Code, Modifications, the combination of Original Code and any Modifications, and/or any 
respective portions thereof^ 

1.4 "Externally Deploy" means: (a) to sublicense, distribute or otherwise make Covered Code available, directly or indirectly, to anyone 
other than You; and/or (b) to use Covered Code, alone or as part of a Larger Work, in any way to provide a service, including but not 
limited to delivery of content, through electronic communication with a client other than You. 

1.5 "Larger Work" means a work which combines Covered Code or portions thereof with code not governed by the terms of this License. 

1.6 "Modifications" mean any addition to, deletion from, and/or change to, the substance and/or structure of the Original Code, any 
previous Modifications, the combination of Original Code and any previous Modifications, and/or any respective portions thereof^ When 
code is released as a series of files, a Modification is: (a) any addition to or deletion from the contents of a file containing Covered 
Code; and/or (b) any new file or other representation of computer program statements that contains any part of Covered Code. 
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1.7 "Original Code" means (a) the Source Code of a program or other work as originally made available by Apple under this License, 
including the Source Code of any updates or upgrades to such programs or works made available by Apple under this License, and 
that has been expressly identified by Apple as such in the header file(s) of such work; and (b) the object code compiled from such 
Source Code and originally made available by Apple under this License 

1.8 "Source Code" means the human readable form of a program or other work that is suitable for making modifications to it, including 
all modules it contains, plus any associated interface definition files, scripts used to control compilation and installation of an executable 
(object code). 

1.9 "You" or "Your" means an individual ora legal entity exercising rights under this License. For legal entities, "You" or "Your" includes 
any entity which controls, is controlled by, oris under common control with, You, where "control" means (a) the power, direct or indirect, 
to cause the direction or management of such entity, whether by contract or otherwise, or (b) ownership of fifty percent (50%) or more 
of the outstanding shares or beneficial ownership of such entity. 

2. Permitted Uses; Conditions & Restrictions. Subject to the terms and conditions of this License, Apple hereby grants You, effective 
on the date You accept this License and download the Original Code, a world-wide, royalty-free, non-exclusive license, to the extent 
of Apple's Applicable Patent Rights and copyrights covering the Original Code, to do the following: 

2.1 Unmodified Code. You may use, reproduce, display, perform, internally distribute within Your organization, and Externally Deploy 
verbatim, unmodified copies of the Original Code, for commercial or non-commercial purposes, provided that in each instance: 

(a) You must retain and reproduce in all copies of Original Code the copyright and other proprietary notices and disclaimers 
of Apple as they appear in the Original Code, and keep intact all notices in the Original Code that refer to this License ： and 

(b) You must include a copy of this License with every copy of Source Code of Covered Code and documentation You distribute 
or Externally Deploy, and You may not offer or impose any terms on such Source Code that alter or restrict this License or 
the recipients' rights hereunder, except as permitted under Section 6. 

2.2 Modified Code. You may modify Covered Code and use, reproduce, display, perform, internally distribute within Your organization, 
and Externally Deploy Your Modifications and Covered Code, for commercial or non-commercial purposes, provided that in each 
instance You also meet all of these conditions: 

(a) You must satisfy all the conditions of Section 2.1 with respect to the Source Code of the Covered Code; 

(b) You must duplicate, to the extent it does not already exist, the notice in Exhibit Ain each file of the Source Code of all Your 
Modifications, and cause the modified files to carry prominent notices stating that You changed the files and the date of any 
change;and 

(c) If You Externally Deploy Your Modifications, You must make Source Code of all Your Externally Deployed Modifications 
either available to those to whom You have Externally Deployed Your Modifications, or publicly available. Source Code of 
Your Externally Deployed Modifications must be released under the terms set forth in this License, including the license grants 
set forth in Section 3 below, for as long as you Externally Deploy the Covered Code or twelve (12) months from the date of 
initial External Deployment, whichever is longer. You should preferably distribute the Source Code of Your Externally Deployed 
Modifications electronically (e.g. download from a web site). 

2.3 Distribution of Executable Versions. In addition, if You Externally Deploy Covered Code (Original Code and/or Modifications) in 
object code, executable form only, You must include a prominent notice, in the code itself as well as in related documentation, stating 
that Source Code of the Covered Code is available under the terms of this License with information on how and where to obtain such 
Source Code. 

2.4 Third Party Rights. You expressly acknowledge and agree that although Apple and each Contributor grants the licenses to their 
respective portions of the Covered Code set forth herein, no assurances are provided by Apple or any Contributor that the Covered 
Code does not infringe the patent or other intellectual property rights of any other entity. Apple and each Contributor disclaim any 
liability to You for claims brought by any other entity based on infringement of intellectual property rights or otherwise. As a condition 
to exercising the rights and licenses granted hereunder, You hereby assume sole responsibility to secure any other intellectual property 
rights needed, if any. For example, if a third party patent license is required to allow You to distribute the Covered Code, it is Your 
responsibility to acquire that license before distributing the Covered Code. 

3. Your Grants. In consideration of, and as a condition to, the licenses granted to You under this License, You hereby grant to any 
person or entity receiving or distributing Covered Code under this License a non-exclusive, royalty-free, perpetual, irrevocable license, 
under Your Applicable Patent Rights and other intellectual property rights (other than patent) owned or controlled by You, to use, 
reproduce, display, perform, modify, sublicense, distribute and Externally Deploy Your Modifications of the same scope and extent as 
Apple's licenses under Sections 2.1 and 2.2 above. 

4. Larger Works. You may create a Larger Work by combining Covered Code with other code not governed by the terms of this License 
and distribute the Larger Work as a single product. In each such instance, You must make sure the requirements of this License are 
fulfilled for the Covered Code or any portion thereof. 

5. Limitations on Patent License. Except as expressly stated in Section 2, no other patent rights, express or implied, are granted by 
Apple herein. Modifications and/or Larger Works may require additional patent licenses from Apple which Apple may grant in its sole 
discretion. 

6. Additional Terms. You may choose to offer, and to charge a fee for, warranty, support, indemnity or liability obligations and/or other 
rights consistent with the scope of the license granted herein ("Additional Terms") to one or more recipients of Covered Code. However, 
You may do so only on Your own behalf and as Your sole responsibility, and noton behalf of Apple or any Contributor. You must obtain 
the recipient's agreement that any such Additional Terms are offered by You alone, and You hereby agree to indemnify, defend and 
hold Apple and every Contributor harmless for any liability incurred by or claims asserted against Apple or such Contributor by reason 
of any such Additional Terms. 
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し Versions of the License. Apple may publish revised and/or new versions of this License from time to time. Each version will oe aiven 
a distinguishing version number. Once Original Code has been published under a particular version of this License, You may continue 
to use it under the terms of that version. You may also choose to use such Original Code under the terms of any subsequent version 
of this License published by Apple. No one other than Apple has the right to modify the terms applicable to Covered Code created 
under this License. 

8. NO WARRANTY OR SUPPORT. The Covered Code may contain in whole or in part pre-release, untested, or not fully tested works. 
The Covered Code may contain errors that could cause failures or loss of data, and may be incomplete or contain inaccuracies. You 
expressly acknowledge and agree that use of the Covered Code, or any portion thereof, is at Your sole and entire risk. THE COVERED 
CODE IS PROVIDED "AS に " AND WITHOUT WARRANTY, UPGRADES OR SUPPORT OF ANY KIND AND APPLE AND APPLE'S 
LICENSOR(S) (COLLECTIVELY REFERRED TO AS "APPLE" FOR THE PURPOSES OF SECTIONS 8 AND 目 ） AND ALL 
CONTRIBUTORS EXPRESSLY DECLAIM ALL WARRANTIES AND/OR CONDITIONS, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES AND/OR CONDITIONS OF MERCHANTABILITY, OF SATKFACTORY QUALITY, 
OF FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, OF ACCURACY, OF QUIET ENJOYMENT, AND NONINFRINGEMENT OF THIRD 
PARTY RIGHTS. APPLE AND EACH CONTRIBUTOR DOES NOT WARRANT AGAINST INTERFERENCE WITH YOUR 
ENJOYMENT OF THE COVERED CODE, THAT THE FUNCTIONS CONTAINED IN THE COVERED CODE WILL MEET YOUR 
REQUIREMENTS, THAT THE OPERATION OF THE COVERED CODE WILL BE UNINTERRUPTED OR ERROR-FREE, OR THAT 
DEFECTS IN THE COVERED CODE WILL BE CORRECTED. NO ORAL OR WRITTEN INFORMATION OR ADVICE GIVEN BY 
APPLE, AN APPLE AUTHORIZED REPRESENTATIVE OR ANY CONTRIBUTOR SHALL CREATE A WARRANTY. You acknowledge 
that the Covered Code is not intended for use in the operation of nuclear facilities, aircraft navigation, communication systems, or air 
traffic control machines in which case the failure of the Covered Code could lead to death, personal injury, or severe physical or 
environmental damage. 

9. LIMITATION OF LIABILITY. TO THE EXTENT NOT PROHIBITED BY LAW, IN NO EVENT SHALL APPLE OR ANY CONTRIBUTOR 
BE LIABLE FOR ANY INCIDENTA し SPECIA し INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES AR に ING OUT OF OR RELATING TO 
THIS LICENSE OR YOUR USE OR INABILITY TO USE THE COVERED CODE, OR ANY PORTION THEREOF, WHETHER UNDER 
A THEORY OF CONTRACT, WARRANTY, TORT (INCLUDING NEGLIGENCE), PRODUCTS LIABILITY OR OTHERWISE, EVEN IF 
APPLE OR SUCH CONTRIBUTOR HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES AND NOTWITHSTANDING 
THE FAILURE OF ESSENTIAL PURPOSE OF ANY REMEDY. SOME JUR に D に TIONS DO NOT ALLOW THE LIMITATION OF 
LIABILITY OF INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, SO TH に LIMITATION MAY NOT APPLY TO YOU. In no event shall 
Apple's total liability to You for all damages (other than as may be required by applicable law) under this License exceed the amount 
of fifty dollars ($50.00). 

10. Trademarks. This License does not grant any rights to use the trademarks or trade names "Apple", "Apple Computer", "Mac", "Mac 
OS", "QuickTime", "QuickTime Streaming Server" or any other trademarks, service marks, logos or trade names belonging to Apple 
(collectively "Apple Marks") or to any trademark, service mark, logo or trade name belonging to any Contributor. You agree not to use 
any Apple Marks in or as part of the name of products derived from the Original Code or to endorse or promote products derived from 
the Original Code other than as expressly permitted by and in strict compliance at all times with Apple's third party trademark usage 
guidelines which are posted at http://www.apple.com/legal/guidelinesfor3rdparties.html. 

11. Ownership. Subject to the licenses granted under this License, each Contributor retains all rights, title and interest in and to any 
Modifications made by such Contributor. Apple retains all rights, title and interest in and to the Original Code and any Modifications 
made by or on behalf of Apple ("Apple Modifications”)，and such Apple Modifications will not be automatically subject to this License. 
Apple may, at its sole discretion, choose to license such Apple Modifications under this License, or on different terms from those 
contained in this License or may choose not to license them at all. 

12. Termination. 

12-1 Termination. This License and the rights granted hereunder will terminate: 

(a) automatically without notice from Apple if You fail to comply with any term(s) of this License and fail to cure such breach 
within 30 days of becoming aware of such breach; 

(b) immediately in the event of the circumstances described in Section 13.5(b); or 

(c) automatically without notice from Apple if You, at any time during the term of this License, commence an action for patent 
infringement against Apple; provided that Apple did not first commence an action for patent infringement against You in that 
instance. 

12-2 Effect of Termination. Upon termination, You agree to immediately stop any further use, reproduction, modification, sublicensing 
and distribution of the Covered Code. All sublicenses to the Covered Code which have been properly granted prior to termination shall 
survive any termination of this License. Provisions which, by their nature, should remain in effect beyond the termination of this License 
shall survive, including but not limited to Sections 3, 5, 8, 9,10,11,12.2 and 13. No party will be liable to any other for compensation, 
indemnity or damages of any sort solely as a result of terminating this License in accordance with its terms, and termination of this 
License will be without prejudice to any other right or remedy of any party. 

13. Miscellaneous. 

13.1 Government End Users. The Covered Code is a "commercial item" as defined in FAR 2.101. Government software and technical 
data rights in the Covered Code include only those rights customarily provided to the public as defined in this License. This customary 
commercial license in technical data and software is provided in accordance with FAR 12.21 1(Technical Data) and 12.212 (Computer 
Software) and, for Department of Defense purchases, DFAR 252.227 -7015 (Technical Data - Commercial Items) and 227.720 2-3 
(Rights in Commercial Computer Software or Computer Software Documentation). Accordingly, all U.S. Government End Users acquire 
Covered Code with only those rights set forth herein. 

13.2 Relationship of Parties. This License will not be construed as creating an agency, partnership, joint venture or any other form of 
legal association between or among You, Apple or any Contributor, and You will not represent to the contrary, whether expressly, by 
implication, appearance or otherwise. 
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13.3 Indeoendent Development. Nothing in this License will impair Apple's right to acquire, license, develop, have others develop for 
it, market and/or distribute technology or products that perform the same or similar functions as, or otherwise compete with, 
Modifications, Larger Works, technology or products that You may develop, produce, market or distribute. 

13.4 Waiver; Construction. Failure by Apple or any Contributor to enforce any provision of this License will not be deemed a waiver of 
future enforcement of that or any other provision. Any law or regulation which provides that the language of a contract shall be construed 
against the drafter will not apply to this License. 

13.5 Severability, (a) If for any reason a court of competent jurisdiction finds any provision of this License, or portion thereof, to be 
unenforceable, that provision of the License will be enforced to the maximum extent permissible so as to effect the economic benefits 
and intent of the parties, and the remainder of this License will continue in full force and effect, (b) Notwithstanding the foregoing, if 
applicable law prohibits or restricts You from fully and/or specifically complying with Sections 2 and/or 3 or prevents the enforceability 
of either of those Sections, this License will immediately terminate and You must immediately discontinue any use of the Covered 
Code and destroy all copies of it that are in your possession or control. 

13.6 Dispute Resolution. Any litigation or other dispute resolution between You and Apple relating to this License shall take place in 
the Northern District of California, and You and Apple hereby consent to the personal jurisdiction of, and venue in, the state and federal 
courts within that District with respect to this License. The application of the United Nations Convention on Contracts for the International 
Sale of Goods is expressly excluded. 

13.7 Entire Agreement ： Governing Law. This License constitutes the entire agreement between the parties with respect to the subject 
matter hereof. This License shall be governed by the laws of the United States and the State of California, except that body of California 
law concerning conflicts of law. 

Where You are located in the province of Quebec, Canada, the following clause applies: The parties hereby confirm that they have 
requested that this License and all related documents be drafted in English. Les parties ont exige que le present contrat et tous les 
documents connexes soient rediges en anglais. 

EXHIBIT A. 

"Portions Copyright (c)1999-2003 Apple Computer, Inc. All Rights Reserved. 

This file contains Original Code and/or Modifications of Original Code as defined in and that are subject to the Apple Public Source 
License Version 2.0 (the 'License'). You may not use this file except in compliance with the License. Please obtain a copy of the License 
at http://www.opensource.apple.com/apsl/ and read it before using this file. 

The Original Code and all software distributed under the License are 址 stributed on an 'AS IS' basis, WITHOUT WARRANTY OF ANY 
KIND, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, AND APPLE HEREBY DISCLAIMS ALL SUCH WARRANTIES, INCLUDING WITHOUT 
LIMITATION, ANY WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, QUIET ENJOYMENT OR 
NON-INFRINGEMENT. Please see the License for the specific language governing rights and limitations under the License." 


Net-SNMP について 


当なは才ープンソースソフトウェア 「 Net-SNMP 」 を当該オープンソースソフトウェアの著作権者から提示された条件（な下 rNet- 
SNMP ライセンス」）に従い本製品に利巧しています。 

「 Net-SNMP 」 は 5 つのパートに分かれておりそれぞれのライセンス条件はお下の通りです。 

なお、 「 Net-SNMP 」 はオープン ソースソフ トウェアという性格上 、 「Ne 卜 SNMP 」 自体の保証はありませんが、本製品の不具合 （「 Net- 
SNMPJ に起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 


—-Part 1: CMU/UCD copyright notice: (BSD like) 


Copyright 1989, 1991, 1992 by Carnegie Mellon University 


Derivative Work - 1996, 1998-2000 

Copyright 1996, 1998-2000 The Regents of the University of California 
All Rights Reserved 

Permission to use, copy, modify and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, 
provided that the above copyright notice appears in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in 
supporting documentation, and that the name of CMU and The Regents of the University of California not be used in advertising or 
publicity pertaining to distribution of the software without specific written permission. 

CMU AND THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA DISCLAIM ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS 
SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL CMU OR 
THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA BE LIABLE FOR ANY SPECIA し INDIRECT OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM THE LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN 
ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, AR に ING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
USE OR PERFORMANCE OF TH に SOFTWARE. 

—-Part 2: Networks Associates Technology, Inc copyright notice (BSD) - 

Copyright (c) 2001 -2003, Networks Associates Technology, Inc 
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All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* Neither the name of the Networks Associates Technology, Inc nor the names of its contributors may be used to endorse or promote 
products derived from this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYR に HT HOLDERS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

—-Part 3: Cambridge Broadband Ltd. copyright notice (BSD) —— 

Portions of this code are copyright (c) 2001 -2003, Cambridge Broadband Ltd. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* The name of Cambridge Broadband Ltd. may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific 
prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDER "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRCT, 
INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADV に ED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

—-Part 4: Sun Microsystems, Inc. copyright notice (BSD) - 

Copyright (c) 2003 Sun Microsystems, Inc., 4150 Network Circle, Santa Clara, California 95054, U.S.A. All rights reserved. 

Use is subject to license terms below. 

This distribution may include materials developed by third parties. 

Sun, Sun Microsystems, the Sun logo and Solaris are trademarks or registered trademarks of Sun Microsystems, Inc. in the U.S. and 
other countries. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* Neither the name of the Sun Microsystems, Inc. nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 

T 川 S SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE COPYR に HT HOLDERS AND CONTR 旧 UTORS "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

—-Part 5: Sparta, Inc copyright notice (BSD) —— 

Copyright (c) 2003 -2004, Sparta, Inc 
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All ngms reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* Neither the name of Sparta, Inc nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYR に HT HOLDERS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


OpenSSL toolkit について 


(1) This product includes software developed by the OpenSSL project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/). 
( 本製品には OpenSSL Project により開発された OpenSSL Toolkit ソフトウ x アが含まれています。） 

(2) This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

( 本製品には Eric Young 氏 Ceay@cryptsoft.com) が開発した暗号化ソフトウェアが含まれています。） 

(3) 当社は才ープンソースソフトウェア OpenSSL toolkit を当該才ープンソースソフトウェアの著作権者から提示された 2 つの 
条件 ： OpenSSL License および Original SSLeay License に従い本製品に利用しています 。 OpenSSL License および Original 
SSLeay License は Ul 下の通りです。 

なお 、 「OpenSSL toolkit 」 は才ープンソースソフトウェアという性格上 、 「OpenSSL toolkit 」 自体の保証はありませんが、 
本製品の不具合 （「OpenSSL toolkit 」 に起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響は 
ありません。 


LICENSE ISSUES 


The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of tne OpenSSL License and the onainal SSLeay license apply 
to the toolkit. See below for the actual license texts. Actually both licenses are BSD-style Open Source licenses. In case of any license 
issues related to OpenSSL please contact openssl-core@openssl.org. 

OpenSSL License 


Copyright (c)1998-2006 The OpenSSL Project. All rights reserved. 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: "This product 
includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software 
without prior written permission. For written permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written 
permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: "This product includes software developed by 
the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)" 
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THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS に " AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

This product includes cryptographic software written by Eric Young {eay@cryptsoft.com). This product includes software written by 
Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 


Original SS し eay License 


Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). The implementation was written so as to conform 
with Netscapes SSL 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions are aheared to. The following conditions 
apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. The SSL documentation 
included with this distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be removed. If this package is used in a 
product, Eric Young should be given attribution as the author of the parts of the library used. This can be in the form of a textual message 
at program startup or in documentation (online or textual) provided with the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: "This product 
includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from 
the library being used are not cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory (application code) you must include an 
acknowledgement: "This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.corri)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED 
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code cannot be changed, i.e. this code cannot 
simply be copied and put under another distribution licence [including the GNU Public Licence.] 


University of California, Berkeley(UCB) による BSD ライセンス適用ソフト 
ウェアについて 


当なは 、 University Of California, Berkeley による BSD ライセンス（お下 「UCB BSD ライセンス」）の適用対象となるな下の才ープ 
ン ソースソフ トウェアを当該オープン ソースソフ トウェアの著作権者から提示された条件にがい本製品に利用しています。 

なお、当該オープンソースソフトウェアはその性格上、当該オープンソースソフトウェア自体の保証はありませんが、本製品の不 
具合（当該オープンソースソフトウェアに起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はあり 
ません。 


UCB BSD ライセンス適用ソフトウエアパッケージリスト 


ライセンス 
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busybox 1.7.2 

coreutils_5.2.1 

ftp_0.17 

Iibc6_2.3.6 

inetu 川 s-ftpd_1.4.2 

linux-ftpd-0.17 

module-init-tools-1.60.9 

netkit-inetd_ 0.10 

netkit-ping_0.10 

portmap_5-2.1 

util-linux~2.12 


UCB BSD ライセンス適用ソフトウエアにつきましては、が下のを件が適用になります。 


Copynaht (c) The Regents of the University of California. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


Sun RPC ライセンス適用ソフトウエアについて 


当社は 、 Sun Mic の systems 社による 「Sun RPC ライセンス」の適巧対象となるレ :I 下の才ープンソースソフトウェアを当該才ープン 
ソースソフトウ X アの著作権者から提示された条件に従い本製品に利巧しています。 

なお、当該オープンソースソフトウェアはその性格上、当該オープンソースソフトウェア自体の保証はありませんが、本製品の不 
具合（当該オープンソースソフトウェアに起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はあり 
ません。 


Sun RPC ライセンス適巧ソフトウエアパッケージリスト 

Iibc6_2.3.6 
netkit-inetd_ 0.10 
netkit-ping_0.10 
portmap_5-2.1 

Sun RPC ライセンス適巧ソフトウエアにつきましては、レ :I 下の条件が適用になります。 


Copynaht (C) Sun Microsystems, Inc. 

Sun RPC is a product of Sun Microsystems, Inc. and is provided for unrestricted use provided that this legend is included on all tape 
media and as a part of the software program in whole or part. Users may copy or modify Sun RPC without charge, but are not authorized 
to license or distribute it to anyone else except as part of a product or program developed by the user or with the express written 
consent of Sun Microsystems, Inc. 

SUN RPC IS PROVIDED AS IS WITH NO WARRANTIES OF ANY KIND INCLUDING THE WARRANTIES OF DESIGN, 
MERCHANT 旧 ILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, OR AR に ING FROM A COURSE OF DEALING, USAGE OR 
TRADE PRACTICE. 


ライセンス 124 








ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 



Sun RPC IS provided with no support and without any obligation on the part of Sun Microsystems, Inc. to assist in its use, correction, 
modification or enhancement. 

SUN MICROSYSTEMS, INC. SHALL HAVE NO LIABILITY WITH RESPECT TO THE INFRINGEMENT OF COPYRIGHTS, TRADE 
SECRETS OR ANY PATENTS BY SUN RPC OR ANY PART THEREOF. 


In no event will Sun Microsystems, Inc. be liable for any lost revenue or profits or other special, indirect and consequential damages, 
even if Sun has been advised of the possibility of such damages. 

Sun Microsystems, Inc. 

2550 Garcia Avenue 
Mountain View, California 94043 


glibc について 


当社はオープンソースソフトウェア 「 glibc 」 を当該オープンソースソフトウ X アの著作権をから提示された条件（お下 「 glibc ライ 
センス」）に従い本製品に利巧していまず。 

なお、 「 glibc 」 は才ープンソースソフトウェアという性格上、 「 glibc 」 自体の保証はありませんが、本製品の不具合 （「 glibc 」 に起因 
する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 


glibc ライセンス適用ソフトウエアパッケージリスト 
Iibc6_2.3.6 

libc 日 2.3.6 につきましては GNU LGPL の他、お下の条件が適用になります。 


This file contains tne copying permission notices for various files in the GNU C Library distribution that have copyright owners other 
than the Free Software Foundation. These notices all require that a copy of the notice be included in the accompanying documentation 
and be distributed with binary distributions of the code, so be sure to include this file along with any binary distributions derived from 
the GNU C Library. 

All code incorporated from 4.4 BSD is distributed under the following license: 

Copyright (C)1991 Regents of the University of California. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. [This condition was removed.] 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The DNS resolver code, taken from BIND 4.9.5, is copyrighted both by UC Berkeley and by Digital Equipment Corporation. The DEC 
portions are under the following license: 

Portions Copyright (C)1993 by Digital Equipment Corporation. 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose with or without fee is hereby granted, provided that the 
above copyright notice and this permission notice appear in all copies, and that the name of Digital Equipment Corporation not be used 
in advertising or publicity pertaining to distribution of the document or software without specific, written prior permission. 
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THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS に" AND DIGITAL EQUIPMENT CORP. DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO 
THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL 
DIGITAL EQUIPMENT CORPORATION BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, DIRECT, INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF 
CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR 
PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. 

The Sun RPC support (from rpcsrc-4.0) is covered by the following license: 

Copyright (C)1984, Sun Microsystems, Inc. 

Sun RPC is a product of Sun Microsystems, Inc. and is provided for unrestricted use provided that this legend is included on all tape 
media and as a part of the software program in whole or part. Users may copy or modify Sun RPC without charge, but are not authorized 
to license or distribute it to anyone else except as part of a product or program developed by the user. 

SUN RPC IS PROVIDED AS IS WITH NO WARRANTIES OF ANY KIND INCLUDING THE WARRANTIES OF DESIGN, 
MERCHANT 旧 ILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, OR AR に ING FROM A COURSE OF DEALING, USAGE OR 
TRADE PRACTICE. 

Sun RPC is provided with no support and without any obligation on the part of Sun Microsystems, Inc. to assist in its use, correction, 
modification or enhancement. 

SUN MICROSYSTEMS, INC. SHALL HAVE NO LIABILITY WITH RESPECT TO THE INFRINGEMENT OF COPYRIGHTS, TRADE 
SECRETS OR ANY PATENTS BY SUN RPC OR ANY PART THEREOF. 

In no event will Sun Microsystems, Inc. be liable for any lost revenue or profits or other special, indirect and consequential damages, 
even if Sun has been advised of the possibility of such damages. 

The following CMU license covers some of the support code for Mach, derived from Mach 3.0: 

Mach Operating System 

Copyright (C)1991,1990,1989 Carnegie Mellon University 
All Rights Reserved. 

Permission to use, copy, modify and distribute this software and its documentation is hereby granted, provided that both the copyright 
notice and this permission notice appear in all copies of the software, derivative works or modified versions, and any portions thereof, 
and that both notices appear in supporting documentation. 

CARNEGIE MELLON ALLOWS FREE USE OF THIS SOFTWARE IN ITS "AS に" CONDITION. CARNEGIE MELLON DISCLAIMS 
ANY LIABILITY OF ANY KIND FOR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM THE USE OF TH に SOFTWARE. 

Carnegie Mellon requests users of this software to return to 

Software Distribution Coordinator School of Computer Science Carnegie Mellon University Pittsburgh PA 15213 -3890 

or Software.Distribution@CS.CMU.EDU any improvements or extensions that they make and grant Carnegie Mellon the rights to 
redistribute these changes. 

The file i し ppp.h is under the following CMU license: 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY CARNEGIE MELLON UNIVERSITY AND CONTRIBUTORS "AS に" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUTNOTLIMITEDTO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE UNIVERSITY OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The following license covers the files from Intel's "Highly Optimized Mathematical Functions for Itanium" collection: 

Intel License Agreement 

Copyright (c) 2000, Intel Corporation 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 
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* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the Tollowing disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

* The name of Intel Corporation may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior 
written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS に" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL INTEL OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS： OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The files inet/getnameinfo.c and sysdeps/posix/getaddrinfo.c are copyright (C) by Craig Metz and are distributed under the following 
license: 

/* The Inner Net License, Version 2.00 

The author(s) grant permission for redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, of the software and 
documentation provided that the following conditions are met: 

0. If you receive a version of the software that is specifically labelled as not being for redistribution (check the version message and/ 
or README), you are not permitted to redistribute that version of the software in any way or form. 

1. All terms of the all other applicable copyrights and licenses must be followed. 

2. Redistributions of source code must retain the authors' copyright notice(s), this list of conditions, and the following disclaimer. 

3. Redistributions in binary form must reproduce the authors' copyright notice(s), this list of conditions, and the following disclaimer in 
the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

4. [The copyright holder has authorized the removal of this clause.] 

5. Neither the name(s) of the author(s) nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ITS AUTHORS AND CONTRIBUTORS "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

If these license terms cause you a real problem, contact the author. */ 


TCP Wrappers につし、て 


当社は才ープンソースソフトウェア 「TCP Wrappers 」 を当該才ープンソースソフトウェアの著作権者から提示された条件（お下 
「TCP Wrappers ライセンス」）に従い本製品に利用していまず。 

なお 、 「TCP Wrappers 」 は才ープンソースソフトウェアという性格上 、 「TCP Wrappers 」 自体の保証はありませんが、本製品の不 
具合 （「TCP Wrappers 」 に起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 


TCP Wrappers ライセンス適用ソフトウエア/く ッ ケージ 
Iibwrap0_7.6 

Iibwrap0_7.6 につきましては、お下の条件が適巧になります。 


—-Part 1: University of California, Inc. copyright notice (BSD Like) 

Copyright (c)1987 Regents of the University of California. 

All rights reserved. 
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Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that the above copyright notice and this paragraph are 
duplicated in all such forms and that any documentation, advertising materials, and other materials related to such distribution and use 
acknowledge that the software was developed by the University of California, Berkeley. The name of the University may not be used 
to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission. ThHS SOFTWARE IS PROVIDED 
"AS に " AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANT 旧 ILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 

—-Part 2: Copyright 1995 by Wietse Venema. - 

Copyright 1995 by Wietse Venema. All rights reserved. Some individual 

files may be covered by other copyrights. 

This material was originally written and compiled by Wietse Venema at Eindhoven University of Technology, The Netherlands, in 1990, 
1991, 1992, 1993, 1994 and 1995. 

Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that this entire copyright notice is duplicated in all such copies. 

This software is provided "as is” and without any expressed or implied warranties, including, without limitation, the implied warranties 
of merchantibility and fitness for any particular purpose. 


libncurses につし、て 


当なは才ープンソースソフトウェア 「 libncurses 」 を当該才ープンソースソフトウェアの著作権者である Free Software Foundation 
から提示された条件 CUI 下 「 libncurses ライセンス」）に従い本製品に利用しています。 

なお、 「 libncurses 」 は才ープンソースソフトウェアという性格上、 「 libncurses 」 自体の保証はありませんが、本製品の不具合 
( 「 libncurses 」 に起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 


libncurses ライセンス適用ソフトウエアパッケージ 
Iibncurses5_5 

libncursesS 5 につきましては、お下の条件が適巧になります。 


Copyright (c)1998-2002,2003 Free Software Foundation, Inc. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the 
"Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, 
distribute, distribute with modifications, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is 
furnished to do so, subject to the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS に "， WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT 
LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 
IN NO EVENT SHALL THE ABOVE COPYR に HT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the name(s) of the above copyright holders shall not be used in advertising or otherwise to promote 
the sale, use or other dealings in this Software without prior written authorization. 


busybox | こつし、て 


当社は才ープンソースソフトウエア 「 busybox 」 を当該オープンソースソフトウエアの著作権をから提示された条件瓜下 「busybox 
ライセンス」）に従い本製品に利巧しています。 

なお、 「 busybox 」 は才ープンソースソフトウエアという性格上、 「 busybox 」 自体の保証はありませんが、本製品の不具合 （「 busybox 」 
に起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 


busybox ライセンス適用ソフトウエアパッケージ 
busybox_1.7.2 

busybox_1.7.2 につきましては、 GPL レ： ! 外に Ja 下の条件が適用になります。 
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Copyright (c) 2001-2006, Gerrit Pape 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. The name of the author may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written 
p 台 rmission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIA し 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE. 

Copyright 1989 - 1991, Julianne Frances Haugh <jockgrrl@austin.rr.com> 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. Neither the name of Julianne F. Haugh nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written permission. 


THUS SOFTWARE IS PROVIDED BY JULIE HAUGH AND CONTRIBUTORS "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL JULIE HAUGH OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


debianutils について 


当なはオープンソースソフトウェア 「 debianu 川 S 」 を当該オープンソースソフトウェアの著作権者から提示された条件 （ Ul 下 
「 debianu 川 S ライセンス」）に従い本製品に利用しています。 

なお、 「 debianu 川 S 」 は才ープンソースソフトウェアという性格上、 「 debianutils 」 自体の保証はありませんが、本製品の不具合 
( 「 debianutils 」 に起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 


debianutils ライセンス適用ソフトウエアパッケージ 
debianutils_2.6.2 

debianutils 2.6.2 につきましては、 GPL レ :I 外にレ :I 下の条件が適用になります。 


Copyright (c) 1996, 2000, 2001 Todd C. Miller <Todd.Miller@courtesan.com> 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 
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3. The name of the author may not be used to endorse or promote products derived from this so 行 ware without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO 
EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： 
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY 
OUT OF THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


shadow につし、て 


当社は才ープンソースソフトウエア 「 shadow 」 を当該才ープンソースソフトウエアの著作権をから提示された条件（お下 「shadow 
ライセンス」）に従い本製品に利用しています。 

なお、 「 shadow 」 は才ープンソースソフトウエアという性格上、 「 shadow 」 自体の保証はありませんが、本製品の不具合 （「 busybox 」 
に起因する不具合も含みます）に関する当なの保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 


shadow ライセンス適巧ソフトウエアパッケージ 
login_4.0.3 

login_4.0.3 につきましては、 GPL レ :I 外にレ :I 下の条件が適用になります。 

This software is copyright 1988 -1994, Julianne Frances Haugh. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. Neither the name of Julianne F. Haugh nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY JULIE HAUGH AND CONTRIBUTORS "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL JULIE HAUGH OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIA し EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


telnetd について 


当社はオープンソースソフトウェア 「 tenetd 」 を当該オープンソースソフトウェアの著作権者から提示された条件（お下 「 tenetd ラ 
イセンス」）（こ従い本製品 ( こ利用しています。 

なお、 rtenetdj は才ープンソースソフトウェアという性格上、 「 tenetd 」 自体の保証はありませんが、本製品の不具合 （「 tenetd 」 に 
起因する不具合も含みます）に関する当社の保証の条件（保証書に記載）に影響はありません。 


telnetd ライセンス適用ソフトウエアパッケージ 
telnetd_0.17.21 

telnetd_0.17.21 につきましては、 Ja 下の条件が適用になります。 


ライセンス 
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Copyright (c) 1988, 1993 The Regents of the University of California. 

Copyright (c)1995 David A. Holland 
Copyright (c)1994 Peter Tobias (issue.net(5)) 

Copyright (c)1983, 1995 Eric P. Allman (setproctitle.[ch]) 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. The name of the author may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR "AS に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIA し 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE. 
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ツトワーク設定補足ガイド NPD3872-00 


その他のライセンス （Info-ZIP copyright and 
license) 


This is version 2005 -Feb-10 of the Info-ZIP copyright and license. The definitive version of this document should be available at ftp:// 
ftp.info-zip.org/pub/infozip/license.html indefinitely. 


Copyright (c) 1990 -2005 Info-ZIP. All rights reserved. 


For the purposes of this copyright and license, "Info-ZIP" is defined as the following set of individuals: 

Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denker, Jean-Michel Dubois, Jean-loup Gailly, Hunter Goatley’Ed Gordon, Ian Gorman, 
Chris Herborth, Dirk Haase, Greg Hartwig, Robert Heath, Jonathan Hudson, Paul Kienitz, David Kirschbaum, Johnny Lee, Onno van 
der Linden, Igor Mandrichenko, Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg Roelofs, Kai Uwe Rommel, Steve 
Salisbury, Dave Smith,Steven M. Schweda, Christian Spieler, Cosmin Truta, Antoine Verheijen, Paul von Behren, Rich Wales,Mike 
White. 


This software is provided "as is," without warranty of any kind, express or implied. In no event shall Info-ZIP or its contributors be held 
liable for any direct, indirect, incidental, special or consequential damages arising out of the use of or inability to use this software. 


Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial applications, and to alter it and redistribute 
it freely, subject to the following restrictions: 

. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions. 

■ Redistributions in binary form (compiled executables) must reproduce the above copyright notice,definition, disclaimer, and 
this list of conditions in documentation and/or other materials provided with the distribution. The sole exception to this condition 
is redistribution of a standard UnZipSFX binary (including SFXWiz) as part of a self-extracting archive ： that is permitted without 
inclusion of this license, as long as the normal SFX banner has not been removed from the binary or disabled. 

■ Altered versions—including, but not limited to, ports to new operating systems, existing ports with new graphical interfaces, and 
dynamic, shared, or static library versions—must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the 
original source. Such altered versions also must not be misrepresented as being Info-ZIP releases—including, but not limited 
to, labeling of the altered versions with the names "Info-ZIP" (or any variation thereof, including, but not limited to, different 
capitalizations), "Pocket UnZip," "WiZ" or "MacZip" without the explicit permission of Info-ZIP. Such altered versions are further 
prohibited from misrepresentative use of the Zip-Bugs or Info-ZIP e-mail addresses or of the Info-ZIP URL(s). 

Info-ZIP retains the right to use the names "Info-ZIP," "Zip," "UnZip，" "UnZipSFX," "WiZ," "Pocket UnZip,""Pocket Zip," and "MacZip" 
for its own source and binary releases. 
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